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メコノプシス・ヤオシャンエンシス・ロウジエンシス
中国四川省螺髻山　標高 3920m

　

私
が
初
め
て
実
物
の
青
い
ケ
シ
と
出
会
っ
た
の

は
、
２
０
１
３
年
夏
、
青
い
ケ
シ
研
究
会
の
メ
ン

バ
ー
１２
人
と
共
に
、
四
川
省
南
部
の
都
市
、
西
昌

市
の
南
に
あ
る
螺
髻
山
（
ル
オ
ジ
ー
シ
ャ
ン
：
標

高
４
３
９
５
ｍ
）
に
登
っ
た
時
だ
。
螺
髻
山
は
チ

ベ
ッ
ト
高
原
に
向
か
う
モ
ン
ス
ー
ン
の
入
り
口
に

あ
る
た
め
植
物
の
宝
庫
で
、
希
少
種
だ
け
で
も
３０

種
を
超
え
る
。
一
方
、
仏
教
寺
院
や
湖
沼
群
も
多

く
、
一
大
観
光
地
と
な
っ
て
い
て
、
頂
上
近
く
ま

で
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
で
登
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
た

ち
は
探
索
が
目
的
だ
っ
た
の
で
麓
の
村
か
ら
歩
い

て
登
っ
た
。
途
中
、
テ
ン
ト
泊
し
、
２
日
目
、
霧

雨
の
中
を
頂
上
稜
線
に
向
か
う
。
稜
線
に
出
る
最

後
の
急
坂
に
さ
し
か
か
る
頃
に
は
、
私
と
も
う
一

人
の
会
員
が
先
頭
。
周
囲
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
林
で
、

す
ぐ
上
は
森
林
限
界
だ
。

　
「
あ
の
青
い
花
、何
か
し
ら
」
と
連
れ
が
指
さ
す
。

見
る
と
、
道
ば
た
か
ら
ち
ょ
っ
と
入
っ
た
藪
の
中

に
青
紫
色
の
花
を
下
向
き
に
付
け
た
株
が
あ
る
。

丈
は
３０
㎝
ほ
ど
で
、
花
は
剛
毛
の
付
い
た
茎
に
一

つ
。
葉
は
細
長
く
、
棘と

げ

は
な
い
。
図
鑑
で
見
る
青

い
ケ
シ
と
は
違
い
、
清
楚
な
感
じ
だ
。
研
究
会
主

催
者
の
一
人
で
ツ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
の
吉
田
外
司
夫

氏
に
聞
く
と
、こ
こ
か
ら
８５
㎞
西
に
あ
る
薬
山
（
ヤ

オ
シ
ャ
ン
）
で
発
見
し
た
ヤ
オ
シ
ャ
ン
エ
ン
シ
ス

の
仲
間
の
よ
う
だ
と
い
う
。
後
日
、
新
亜
種
ロ
ウ

ジ
エ
ン
シ
ス
と
し
て
報
告
さ
れ
た
。

写
真
・
文　

松
永
秀
和

─四川省編⑮─
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時
な
ら
ぬ
春
の
嵐
が
名
残

の
雲
を
置
き
土
産
に
去
っ
た
。

　

翌
朝
、
視
界
は
一
気
に
開

け
、
朝
の
光
が
雲
と
残
雪
を
纏ま

と

っ
た

山
肌
に
映
え
た
。
同
時
に
水
を
引
い

た
ば
か
り
の
田
ん
ぼ
に
そ
の
姿
を
写

し
た
。
早
朝
の
光
と
雲
の
ド
ラ
マ
は

わ
ず
か
数
分
の
展
開
で
完
結
し
た
。

　

東
北
一
の
名
峰
と
し
て
名
高
い
鳥

海
山
は
、
秋
田
と
山
形
の
両
県
に
位

置
す
る
独
立
峰
で
あ
る
。
広
大
な
裾

野
を
日
本
海
ま
で
伸
ば
し
た
雄
大
な

山
容
で
、
そ
の
秀
麗
な
姿
か
ら
別
名

出
羽
富
士
の
愛
称
で
呼
ば
れ
、
秋
田

側
か
ら
は
秋
田
富
士
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

富
士
山
は
万
葉
の
昔
か
ら
神
の
山

と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き
た
。
江
戸
時

代
に
な
る
と
富
士
信
仰
が
盛
ん
に
な

り
、
富
士
登
山
は
修
行
の
場
に
な
っ
て

い
っ
た
。
し
か
し
簡
単
に
行
け
な
い

地
方
の
民
衆
は
地
元
の
名
峰
に
富
士

の
名
を
付
け
て
呼
び
、
登
頂
す
れ
ば

同
じ
ご
利
益
が
あ
る
と
信
じ
た
。
全

国
に
３
０
０
峰
以
上
あ
る
富
士
と
名

の
付
く
山
の
多
く
が
霊
峰
で
、
姿
形

も
富
士
山
に
似
た
山
が
多
い
。
い
ず

れ
も
日
本
の
象
徴
富
士
に
因
み
、
畏

敬
の
念
を
も
っ
て
富
士
の
愛
称
で
呼

ば
れ
る
山
々
で
あ
る
。

　

２
０
１
４
年
月
刊
誌
「
山
と
渓
谷
」

の
表
紙
を
依
頼
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
富

士
を
題
材
に
１２
点
撮
り
お
ろ
し
た
。

撮
影
は
と
て
も
楽
し
く
、
地
元
の
人
々

と
の
取
材
を
通
し
て
、

ふ
る
さ
と
富
士
へ
の
地

元
愛
を
強
く
感
じ
た
。

翌
年
か
ら
、
北
は
利
尻

富
士
か
ら
南
は
薩
摩
富

士
ま
で
、
ふ
る
さ
と
富

士
を
追
っ
て
列
島
縦
断

の
撮
影
を
始
め
た
。

　

私
は
長
年
ヒ
マ
ラ
ヤ

や
カ
ラ
コ
ル
ム
な
ど
の

世
界
の
高
峰
を
撮
っ
て

き
た
が
、
こ
こ
で
は
山

岳
写
真
の
激
し
く
強
い

仕
上
が
り
は
少
し
抑
え

て
、
山
々
を
ふ
る
さ
と

目
線
で
撮
る
よ
う
に
心

出羽富士
鳥海山２２３６ｍ

写真・文　佐藤孝三

朝焼けの出羽富士春景
春の嵐が通り過ぎた翌朝、秋田県由利本荘市鳥海町郊外から望む出羽富士。
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掛
け
た
。
南
北
に
長
く

弓
形
を
し
た
日
本
列
島

は
地
形
、
気
候
、
季
節

の
変
化
な
ど
多
彩
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
季
節
の

光
、
色
、
空
気
感
な
ど

微
妙
で
繊
細
な
情
景
を

描
写
で
き
る
、
き
め
細

か
な
日
本
の
美
が
あ
っ

た
。
ふ
る
さ
と
富
士
も

美
し
い
自
然
の
一
部
、

い
つ
ま
で
も
残
し
て
お

き
た
い
郷
土
の
原
風
景

で
あ
る
。

（さとう・こうぞう）1949 年大分県生まれ。写真家。フリー
歴 45 年を迎え、生涯現役にこだわり撮り続ける。コマー
シャルフォト撮影の傍ら冬の北海道へ通い、1991 年写
真展「野付半島・冬」を開催。同年、ネパールヒマラヤ
撮影を開始し、01 年写真集『エベレスト山群』（山と渓
谷社）を出版。04 年、14 年「山と渓谷」の表紙を担当。
06 年からパキスタン、カラコルムの撮影を開始。14 年
から「ふるさと富士」の撮影開始、現在も撮影中。日本
写真家協会会員、写真の学校「東京写真学園」講師。
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富
士
と
呼
ば
れ
る
ふ
る
さ
と
の
山

は
三
百
山
く
ら
い
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
か
つ
て
『
山
Ｄ
Ａ
Ｓ
』（
白
山

書
房
）
を
書
い
た
と
き
、
二
〇
万
分

の
一
地
勢
図
で
拾
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

数
年
前
、
三
省
堂
『
日
本
山
名
事
典
』

を
編
集
し
た
と
き
に
は
、
二
万
五
千

分
の
一
地
形
図
を
ベ
ー
ス
に
ふ
る
さ

と
の
富
士
を
ま
と
め
た
。
そ
の
数
を

一
覧
に
し
た
の
が
左
の
表
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
岩
手
山
は
、
岩
手
富
士
・

南
部
富
士
・
南
部
片
富
士
の
三
通
り
の

呼
び
名
が
あ
り
、
岩
手
の
富
士
は
八
山

あ
る
が
、
実
際
の
山
は
六
山
に
な
る
。

鳥
海
山
は
、
秋
田
富
士
・
鳥
海
富
士
・

出
羽
富
士
の
三
つ
の
呼
び
名
が
あ
る
。

福
島
の
片
曽
根
山
は
、
田
村
富
士
・

三
春
富
士
の
二
つ
の
呼
び
名
が
あ
る
。

茨
城
に
は
富
士
山
・
柿
岡
富
士
（
１

５
２
ｍ
）、
埼
玉
に
は
富
士
山
・
平
沢

富
士
・
日
高
富
士
（
２
２
１
ｍ
）
と

呼
ば
れ
る
低
い
山
が
あ
る
。

　

富
士
山
と
い
う
山
は
全
国
に
十
九

山
あ
る
が
、「
ふ
じ
さ
ん
」
と
呼
ぶ
の

は
最
高
峰
の
他
、
福
島
喜
多
方
の
５

０
9
ｍ
峰
と
岐
阜
美
濃
加
茂
の
３
５

７
ｍ
峰
の
三
山
だ
け

で
、
十
六
山
は
「
ふ
じ

や
ま
」
が
一
義
的
な
山

名
に
な
っ
て
い
る
。
海

外
で
も
フ
ジ
ヤ
マ
が

一
般
的
に
使
わ
れ
る
。

　

富
士
と
呼
ば
れ
る

山
が
一
番
多
い
の
は

北
海
道
で
、
開
拓
の
歴

史
と
ふ
る
さ
と
へ
の

思
い
が
偲
ば
れ
る
。
次

に
多
い
兵
庫
・
岡
山
・

福
島
は
、
富
士
山
が
見

え
な
い
地
域
で
あ
る

の
が
お
も
し
ろ
い
。
富
士
山
の
あ
る

山
梨
は
少
な
く
、
静
岡
は
十
山
と
多

か
っ
た
。
茨
城
と
栃
木
は
山
が
少
な

い
割
に
、
低
い
富
士
が
多
く
あ
っ
た
。

平
地
に
そ
び
え
る
小
さ
な
富
士
山
を

思
わ
せ
た
。

　
『
山
Ｄ
Ａ
Ｓ
』
の
と
き
は
全
都
府
県

に
は
な
か
っ
た
が
、『
日
本
山
名
事
典
』

を
つ
く
っ
て
み
る
と
、
全
国
の
都
道

府
県
に
必
ず
一
山
は
ふ
る
さ
と
の
富

士
が
あ
る
と
判
っ
た
。

　

山
名
由
来
の
圧
倒
的
に
多
い
の
は
、

コ
ニ
ー
デ
の
円
錐
形
の
山
で
あ
る
こ

と
で
、
こ
れ
は
山
の
大
小
に
か
か
わ

ら
ず
、
形
が
い
か
に
似
て
い
る
か
で

あ
る
。
小
さ
く
て
も
堂
々
と
し
た
富

士
山
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
、
讃
岐

富
士
と
い
わ
れ
る
香
川
の
飯
野
山
（
４

２
２
ｍ
）。
列
車
の
窓
か
ら
見
て
も
納

得
で
き
た
。
見
た
だ
け
で
登
っ
て
い

な
い
が
遠
望
し
た
姿
が
、
富
士
山
ら

し
く
印
象
的
で
、
も
う
一
度
会
い
た

い
と
思
う
の
が
、
福
井
の
青
葉
山
。

丹
後
富
士
・
若
狭
富
士
と
も
呼
ば
れ

る
６
９
３
ｍ
の
山
だ
。

　

低
い
山
で
、
形
は
コ
ニ
ー
デ
と
判

ら
な
い
が
、
山
頂
に
浅
間
神
社
が
祀

全国に遍在

ふるさとの富士
写真・文　石井光造

北海道 16 滋賀 4
青森 2 京都 7
岩手 8（6） 岩手山3通り 大阪 2
宮城 4 兵庫 13
秋田 1 奈良 4
山形 4（2） 鳥海山3通り 和歌山 5
福島 12（11）片曽根山2通り 鳥取 3（2） 大山2通り

茨城 9（8） 富士山2通り 島根 6
栃木 9 岡山 12（11）常山2通り

群馬 7 広島 8
埼玉 5（3） 富士山3通り 山口 6
千葉 1 徳島 1
東京 2 香川 3
神奈川 3 愛媛 5
新潟 6 福岡 4（2） 加也山3通り

富山 3 佐賀 3
石川 4 長崎 4
福井 6（5） 青葉山2通り 熊本 4（3） 湧蓋山2通り

山梨 4 大分 8（7） 湧蓋山2通り

静岡 10 宮崎 1
長野 13（12）有明山2通り 鹿児島 3
岐阜 8 沖縄 2
愛知 2
三重 5 合計 　252（236）

都道府県別 富士と呼ばれる山の数

25000 分の 1 地形図より。カッコ内は実際の山の数
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ら
れ
、
富
士
信
仰
か
ら
富
士
に
な
っ

た
山
も
多
い
。

　

か
つ
て
埼
玉
県
に
あ
る
富
士
山
を

全
部
登
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
高
麗
川

の
富
士
山
と
も
言
わ
れ
る
２
２
１
ｍ

の
山
は
、
登
山
道
に
鳥
居
、
山
頂
に

浅
間
神
社
の
社
が
置
か
れ
て
い
た
。

も
う
一
つ
の
富
士
山
は
小
川
町
駅
の

北
側
団
地
の
背
後
に
あ
る
山
（
１
８

２
ｍ
）。

　

こ
の
山
は
、
埼
玉
の
富
士
全
山
登

山
を
や
っ
て
知
っ
た
山
だ
っ
た
。
細
々

と
し
た
登
山
道
が
あ
り
、
山
頂
に
富

士
浅
間
大
菩
薩
の
碑
が
あ
っ
た
。
も

う
一
つ
は
秩
父
鉄
道
武
州
日
野
駅
に

近
い
弟
富
士
山
（
３
８
６
ｍ
）
で
、

春
は
花
、
秋
は
紅
葉
が
楽
し
め
る
山

だ
っ
た
。
自
然
の
富
士
山
は
こ
の
三

山
だ
が
、『
日
本
山
名
事
典
』
に
は
、

荒
幡
の
富
士
（
１
１
９
ｍ
）
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
。
明
治
一
七
年
に
着
工

し
、
三
二
年
に
竣
工
し
た
富
士
塚
（
富

士
に
参
詣
で
き
な
い
人
の
た
め
に
人

工
的
に
つ
く
っ
た
山
）
で
あ
る
。
埼

玉
で
一
番
高
い
富
士
塚
で
、
歴
史
も

あ
る
の
で
入
れ
た
ら
し
い
。
ふ
る
さ

と
の
富
士
は
県
別
に
す
る
と
数
山
の

場
合
が
多
い
の
で
、
全
山
登
山
は
知

ら
な
い
山
に
出
会
え
て
お
も
し
ろ
い
。

　

富
士
塚
だ
け
で
な
く
、
人
工
の
富

士
山
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

最
近
で
は
秋
田
県
大
潟
村
に
高
さ
０

ｍ
（
海
面
下
）、
下
か
ら
３
・
７
７
６

ｍ
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
大
潟
富

士
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
紹
介
す
る
の
は
、
海
外
移

住
の
ふ
る
さ
と
の
富
士
。
環
太
平
洋

造
山
帯
に
多
い
コ
ニ
ー
デ
の
山
が
富

士
と
呼
ば
れ
る
。
チ
リ
で
み
た
ア
ン

デ
ス
の
富
士
ビ
ジ
ャ
リ
カ
火
山
が
印

象
的
だ
っ
た
が
、
２
０
１
５
年
の
噴

火
で
富
士
そ
っ
く
り
の
姿
は
消
え
た

風
景
に
な
っ
た
。

福井県・青葉山遠望（由良ヶ岳より）

荒幡の富士（埼玉県 119 ｍ）

ビジャリカ火山（チリ 2840m）

富士山（埼玉県小川町 221m）

（いしい・みつぞう）1937 年埼玉県生ま
れ。17 歳頃から山登りを始める。東京
教育大学理学部で地理を専攻。教科書編
集者・日用品卸商社の社長などを経て、
50 歳より山岳紀行作家。著書に『十二
支の山』（東京新聞出版局）、『関東平野
を囲む山々』（さきたま出版会）など多数。

『山の本』（白山書房）編集委員、『日本
山名事典』（三省堂）編集委員。本誌で「あ
らかると」連載中。
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殿平厚彦
札幌中央勤労者山岳会／道央

「山と谷作成会議」代表

天
人
峡
フ
レ
ン
ズ
フ
ォ
ー
ル

（
層
雲
峡
エ
リ
ア
）

ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ（
雷
電
海
岸
）

第 9 回

　冬季の低温のため北海道ではほとんどの
滝が凍る。多くの滝が凍る中で最も人気の
エリアが層雲峡と雷電海岸だ。滝の数が多
く、初心者から上級者まで楽しめるのがそ
の理由である。マルチピッチも多いのでア
ルパイン気分で遊べるのもうれしい。
　これらのルートは『北海道の山と谷』（層
雲峡は第３巻に、雷電海岸は第１巻に収載）
に最新情報を紹介しているので、ぜひ冬の
北海道にスキーも兼ねて遊びに来ていただ
きたい。

（50 ｍ　WI5+） 近 年 開 拓
されたあまり記録のない氷
瀑である。そもそも天人峡
温泉からのアプローチがな
かなか大変だが、幕営地か
らの下降も雪崩に気をつか
う。ある意味篤志家向きと
言っても良い。

（3P　140 ｍ　WI6）これもナイルと同様に雷電
を代表する 1 本であり、50m 垂直の 3 ピッチは
なかなかない。雷電では最難ルートで、取付くに
はちょっと決心が必要だ。氷がつながっていなけ
れば登れない。ナイルの隣なので、見て、登れそ
うならぜひトライしたい。
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層
雲
峡
は
大
雪
山
の
中
央
部
、
石

狩
川
の
壮
大
な
函
の
地
名
で
、
そ
こ

に
懸
か
る
多
く
の
滝
が
凍
っ
た
も
の

だ
。
登
攀
対
象
の
滝
は
１８
本
ほ
ど
あ
っ

て
、
１
Ｐ
か
ら
４
Ｐ
の
マ
ル
チ
ま
で

初
心
者
向
け
の
Ｗ
Ｉ
３
（
ウ
ォ
ー
タ
ー

ア
イ
ス
３
級
）
か
ら
篤
志
家
向
け
ま

で
そ
ろ
っ
て
い
る
。
こ
の
エ
リ
ア
は

　

雷
電
は
日
本
海
側
の
断
崖
地
形
で
、

海
岸
な
の
で
比
較
的
暖
か
く
、
そ
の

お
か
げ
で
ア
ッ
ク
ス
の
決
ま
り
が
良

い
の
が
う
れ
し
い
。
こ
の
エ
リ
ア
に

は
マ
ル
チ
が
６
〜
７
ル
ー
ト
あ
る
。

１
〜
４
ル
ン
ゼ
が
人
気
だ
が
、
１
、２

ル
ン
ゼ
は
初
級
者
向
き
で
あ
り
、
３
、

４
ル
ン
ゼ
は
中
級
者
向
き
だ
。
い
ず

れ
も
２
Ｐ
～
４
Ｐ
で
、
海
岸
の
断
崖

に
懸
か
る
氷
瀑
は
海
を
見
下
ろ
す
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
良
く
楽
し
め
る
。
な

お
、
上
級
者
向
き
に
は
ナ
イ
ル
川
Ｗ

Ｉ
５
、
ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ
Ｗ
Ｉ
６
が

氷瀑

氷瀑

層
雲
峡
エ
リ
ア

雷
電
海
岸

内
陸
部
の
た
め
か
な
り
の
低
温
に
な

り
、
氷
が
硬
く
砕
け
や
す
く
寒
さ
対

策
に
も
念
を
入
れ
た
い
。
こ
こ
で
は

初
級
者
か
ら
中
級
者
ま
で
楽
し
め
る

マ
ル
チ
ピ
ッ
チ
の
滝
を
紹
介
す
る
。

　
銀
河
の
滝
　（
５
Ｐ　

１
３
０
ｍ　

Ｗ
Ｉ
３
＋
）

　

目
の
前
の
石
狩
川
を
長
靴
を
用
意

し
て
渡
渉
し
、
３０
分
も
登
る
と
取
り

付
き
と
な
る
。
傾
斜
も
緩
急
織
り
交

ぜ
て
５
Ｐ
を
登
る
と
落
ち
口
に
な
り
、

冬
に
し
か
見
れ
な
い
高
度

と
大
雪
山
の
景
色
が
広
が

る
。

　
錦
糸
の
滝
　（
４
Ｐ　

１
２
０
ｍ　

Ｗ
Ｉ
４
）

　

渡
渉
す
る
石
狩
川
も
こ

こ
ま
で
来
る
と
凍
結
し
て

い
る
。
こ
の
滝
は
正
面
か

ら
見
る
と
迫
力
も
あ
り
、

見
栄
え
も
良
い
。
難
し
い

滝
も
面
白
い
け
れ
ど
、
こ

の
手
の
ス
ケ
ー
ル
の
滝
を

最
初
に
登
っ
て
お
き
た

い
。

あ
り
、
腕
に
覚
え
が
あ
る
な
ら
ぜ
ひ

ト
ラ
イ
し
て
み
た
い
。

４
ル
ン
ゼ
　（
３
Ｐ　

７０
ｍ　

Ｗ
Ｉ

４
、５
）

　

幅
も
広
く
見
栄
え
が
良
い
し　

傾

斜
も
あ
り
楽
し
め
る
。
氷
の
付
き
も

良
く
気
持
ち
よ
く
登
れ
る
。

ナ
イ
ル
川
　（
２
Ｐ　

１
０
０
ｍ　

Ｗ

Ｉ
５
＋
）

　

雷
電
を
代
表
す
る
１
本
な
の
で
ぜ

ひ
ト
ラ
イ
し
て
ほ
し
い
。
２
Ｐ
で
登

れ
る
が
、
３
Ｐ
に
し
た
ほ
う
が
良
い
。

氷
の
付
き
は
良
い
ル
ー
ト
だ
が
、
一
部

表
面
に
水
が
流
れ
て
い
る
事
が
あ
る
。

少
し
避
け
て
取
付
け
ば
問
題
な
い
。
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周
り
を
見
渡
す
テ
ン
が
１
匹
、
笹
内

川
の
ほ
と
り
に
い
た
。
ほ
ん
の
数
分
前

に
ク
マ
タ
カ
の
襲
撃
を
か
わ
し
、
命
拾

い
し
た
ば
か
り
だ
。
も
う
安
全
だ
と
安

堵
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
と
い
う
と
、
川
に
架
か
る
橋
の

上
か
ら
、
そ
の
ク
マ
タ
カ
を
待
っ
て
い

た
。
積
も
っ
た
雪
を
掘
り
、
胸
の
高
さ

ま
で
隠
れ
る
穴
の
中
。
風
は
し
の
げ
る
。

だ
が
、
爪
先
の
冷
た
さ
、
痛
さ
は
な
か

な
か
手
強
い
。
ど
ん
な
に
高
性
能
を
誇

る
防
寒
ブ
ー
ツ
を
履
い
て
も
、
じ
っ
と

動
か
な
い
状
況
で
は
値
段
ほ
ど
の
効
果

は
望
め
な
い
。
３
時
間
以
上
過
ぎ
た
頃
、

よ
う
や
く
若
い
ク
マ
タ
カ
が
現
れ
た
。

頭
を
下
げ
て
餌
を
探
し
な
が
ら
旋
回
。

何
か
を
見
つ
け
た
ら
し
い
。
翼
を
た
た

ん
で
一
気
に
急
降
下
。
雑
木
林
に
突
っ

込
ん
だ
。
だ
が
、
狩
り
に
失
敗
し
た
ら

し
く
、
何
も
持
た
ず
に
上
流
へ
と
飛
び

去
っ
た
。
す
ぐ
に
林
の
中
を
の
ぞ
い
て

み
る
と
、
金
色
に
輝
く
美
し
い
生
き
物

が
背
を
か
が
め
て
じ
っ
と
動
か
ず
に
い

た
。ホ
ン
ド
テ
ン
だ
っ
た
。危
険
が
去
っ

た
こ
と
を
確
認
し
た
の
だ
ろ
う
、
藪
の

中
へ
と
姿
を
消
し
た
。
写
真
は
そ
れ
か

ら
少
し
後
の
も
の
だ
。

　

私
の
よ
う
に
自
然
写
真
、
特
に
動
物

写
真
を
撮
る
者
は
、
都
合
良
く
ド
ラ
マ

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

場
合
が
多
い
（
襲
わ
れ
る
側
に
同
情
な

ど
微
塵
も
な
い
）。
こ
の
時
も
、
再
び

ク
マ
タ
カ
（
で
き
れ
ば
イ
ヌ
ワ
シ
）
が

戻
っ
て
来
て
、
こ
の
テ
ン
を
襲
う
と
い

う
残
酷
な
瞬
間
を
望
ん
で
い
た
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
ん
な
に
う
ま
く
事
が
進
む
こ

と
は
な
い
。
決
定
的
瞬
間
は
予
想
外
の

所
か
ら
や
っ
て
来
る
こ
と
が
圧
倒
的
に

多
い
か
ら
。
そ
れ
で
も
、
出
か
け
な
け

れ
ば
出
会
え
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

の
冬
も
爪
先
を
か
ば
い
な
が
ら
、
淡
い

期
待
を
抱
い
て
山
へ
行
く
の
だ
。

│第 41 回│

冬の一コマ

88



松永秀和

佐藤孝三
石井光造

殿平厚彦

原田勇成

       

横井功

大蔵喜福

野尻英一

村松孝一

宮内佐季子  小泉成行  監修：村越真

盛岡山友会

小野澤孝敏

石井光造

　笹原芳樹

表紙写真：宮本宏明

「シュカブラと仙丈岳」
前日は暗くなる直前まで行動し、森林限界直下までテントを
持ち上げた。今日は肌を突き刺すような風が吹いているが、
期待通りの快晴だ。仙丈岳へ向かう稜線ではシュカブラが目
を楽しませてくれた。季節風からのご褒美だ。

「
子
づ
れ
山
さ
ん
ぽ
」
と
「
ネ
パ
ー
ル
温
泉
紀
行
」
は
本
号
休
載
で
す

01　連載　中国の青いケシ探訪記
02　ふるさと富士
　　　　出羽富士
　　　　ふるさとの富士

06　連載　北海道の山と谷
08　連載　白神便り
10　ふみあと
11　ふるさと富士
　　　  蝦夷富士  佐藤美知弥 　 吾妻小富士  宮川好雄
　　　  榛名富士  荒井光      　 越前富士  荒川勝巳
　　　  讃岐富士  瀧下健二   　 薩摩富士  鬼塚脇正明

17　連載　北島英明のよもやま話　
18　連載　労山創立 60 周年に寄せて
20　連載　アドベンチャー・トラベル
22　連載　山登りのための やさしい気象講座 
24　全国登山者自然保護集会を開催
26　全国登山学校交流会 in 御在所
28　JWAF CLICK   
29　全国連盟の活動

30　専門委員会活動報告

32　マンガ　フゥフゥ ハァハァ　
33　ひと　宮本宏明さん
34　連載　地図読み迷人
36　連載　山の仲間を結ぶ会・クラブ紹介
38　地元会員特選ミニガイド　神室岳（宮城）

39　筑井孝子の人物・物を描こう／あらかると

40　連載　オススメ山道具 　5 本指ソックス
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60周年をむかえた日本勤労者山岳連盟
歴史に学び、新たな高みへ

　

労
山
の
創
立
６０
周
年
を
祝
う
講

演
会
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
１１
月
１４

日
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
当
初
予

定
よ
り
５
カ
月
遅
れ
た
が
、
東
京
・

神
田
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
時
、
参
加
者
に
は
記
念
品

と
し
て
、
労
山
６０
年
の
歴
史
を
ま

と
め
た
通
史
「
労
山
の
６０
年
」（
Ａ

４
判
１
２
０
ペ
ー
ジ
）
と
、「
６０
年

史
年
表
」（
Ａ
４
判
７４
ペ
ー
ジ
）
が

配
布
さ
れ
た
。
こ
の
両
冊
子
は
、

そ
の
後
、
各
地
方
連
盟
や
加
盟
各

団
体
に
も
送
付
さ
れ
、
希
望
者
に

は
有
料
で
販
売
も
さ
れ
て
い
る
。

　

労
山
の
歴
史
を
記
録
す
る
こ
と

は
、
創
立
後
３０
周
年
時
か
ら
、
１０

年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
き
た
。
ま

た
、
初
期
の
１
９
６
０
年
代
の
歴

史
は
、
全
国
連
盟
常
任
理
事
だ
っ

た
戸
田
圀
雄
さ
ん
が
７
回
に
わ

た
っ
て
ま
と
め
た
「
小
史
」
が
残

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
４０
周
年

時
（
２
０
０
０
年
）
に
も
歴
史
編

纂
委
員
会
が
作
ら
れ
、
通
史
作
成

が
試
み
ら
れ
た
が
文
章
化
は
断
念
さ

れ
、
年
表
の
み
作
成
さ
れ
た
。
２
０

１
０
年
の
５０
周
年
時
に
は
、
当
時
の

西
本
武
志
会
長
を
責
任
者
、
井
芹

昌
二
副
理
事
長
を
事
務
局
と
す
る

６
名
の
編
集
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

詳
細
な
５０
年
史
年
表
と
、「
労
山
の

あ
ゆ
み
略
史
」
が
発
行
さ
れ
た
。

し
か
し
、
本
格
的
な
「
本
編
」
は
後

日
、
発
行
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。

　

私
は
、
５０
周
年
時
の
編
集
委
員

会
に
は
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

こ
の
年
に
定
年
退
職
し
て
時
間
的

余
裕
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

業
務
を
引
き
継
い
だ
。

　

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
井
芹

さ
ん
が
収
集
し
て
お
い
て
く
れ
た

初
期
の
文
献
や
写
真
を
整
理
、
保

存
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
次
い
で
、

全
国
連
盟
事
務
所
に
保
管
さ
れ
て

い
る
、
昔
の
「
労
山
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

「
山
と
仲
間
」「
登
山
時
報
」
な
ど

を
探
索
し
、
記
録
を
発
掘
し
た
。

そ
し
て
、
２
０
１
６
年
の
「
全
国

登
山
研
究
集
会
」
で
は
、
動
画
「
目

で
見
る
労
山
の
歴
史
」
を
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
２
０
１
８
年

の
全
国
総
会
で
は
、「
６０
年
史
編
集

委
員
会
」（
４
名
）
も
作
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
て
で
き
上
が
っ
た
の
が

今
回
の
２
冊
の
冊
子
で
あ
る
。
過

去
の
遺
産
を
引
き
継
ぎ
、
１０
年
が

か
り
で
完
成
さ
せ
た
も
の
だ
。
他

団
体
の
類
書
に
比
べ
て
も
、
遜
色

の
な
い
も
の
に
仕
上
が
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

創
立
６０
周
年
を
迎
え
た
労
山
の

歴
史
に
学
び
、
新
た
な
高
み
を
目

指
し
て
い
こ
う
。

（石川友好／日本勤労者山岳連盟　副理事長）
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羊
蹄
山
は
二
つ
あ
る
。
一
般
的
に

知
ら
れ
て
い
る
蝦
夷
富
士
と
呼
ば
れ

る
羊
蹄
山
は
「
後し

り
べ
し
や
ま

方
羊
蹄
山
」（
１
８

９
８
ｍ
）
で
、
日
本
百
名
山
に
選
定

さ
れ
て
い
る
。
後
方
羊
蹄
山
は
地
元

の
倶
知
安
町
の
要
請
に
よ
り
、
地
形

図
で
は
１
９
６
９
年
か
ら
羊
蹄
山
と

書
き
換
え
ら
れ
た
。

　

も
う
一
つ
の
羊
蹄
山
は
札
幌
か
ら

中
山
峠
経
由
で
ニ
セ
コ
へ
向
か
う
途

中
に
見
え
る
「
前
方
羊
蹄
山
」
だ
。

こ
の
山
の
正
式
名
称
は
尻し

り
べ
つ別

岳だ
け

（
１

１
０
７
ｍ
）
で
あ
る
。
札
幌
か
ら
中

山
峠
を
下
っ
て
か
ら
見
え
る
山
容
が

後
方
羊
蹄
山
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

気
の
毒
な
事
に
「
ニ
セ
羊
蹄
」
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

　

雌
山
と
雄
山　

　

女
性
ら
し
い
美
し
い
山
容
か
ら
後

方
羊
蹄
山
は
「
雌
山
」（
ア
イ
ヌ
語
で

は
マ
チ
ネ
シ
リ
）
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。
登
る
と
、
と
て
も
長
い
道
の
り

だ
が
単
調
だ
。
女
性
的
な
大
き
く
包

み
込
む
よ
う
な
壮
大
な
山
で
、
険
し

さ
は
あ
ま
り
感
じ
な
い
。「
雄
山
」（
ア

イ
ヌ
語
で
は
ピ
ン
ネ
シ
リ
）
と
呼
ば

れ
る
尻
別
岳
は
、
短
時
間
で
登
れ
る

山
だ
が
、
荒
々
し
さ
を
感
じ
る
山
だ
。

山
頂
か
ら
の
景
色
に
は
必
ず
羊
蹄
山

が
映
り
込
む
と
い
う
独
特
な
山
で
あ

る
。

　

後
方
と
前
方
、
マ
チ
ネ
シ
リ
と
ピ

ン
ネ
シ
リ
は
、
世
の
中
の
男
女
を
う

ま
く
表
現
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
女

性
は
三
歩
下
が
っ
た
後
方
か
ら
で
も
、

し
っ
か
り

と
自
分
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
。

こ
の
地
を
開

拓
し
て
山
の

名
を
付
け
た

入
植
者
も
現

在
の
私
た
ち

も
本
質
は
何

も
変
わ
っ
て

い
な
い
と
感

じ
た
。

蝦
夷
富
士

羊
蹄
山
１
８
９
８
ｍ

佐藤美知弥  スマイル・マウンテン・クラブ／道央

尻別岳から望む羊蹄山

京極コース登山口から迫ってくる羊蹄山

カラス天狗のいわれが伝わる榛名富士

二つの羊蹄山
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吾
妻
小
富
士
は
福
島
市
の
西
方
に

そ
び
え
る
吾
妻
連
峰
の
ひ
と
つ
で
、
標

高
が
１
７
０
７
ｍ
の
山
で
あ
る
。
福

島
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
山
で
、
す
り

鉢
状
の
大
き
な
火
口
が
あ
り
、
麓
の

福
島
市
側
か
ら
見
る
と
小
さ
な
富
士

山
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
こ
の

名
が
付
い
た
。

　

早
春
の
頃
に
は
福
島
市
側
の
斜
面

に
う
さ
ぎ
の
形
を
し
た
雪
形
が
く
っ

き
り
と
姿
を
現
す
。
こ
れ
は
古
く
か

ら
「
種
ま
き
う
さ
ぎ
」
の
名
で
親
し

ま
れ
て
い
て
、
福
島
市
周
辺
の
農
家

の
人
た
ち
は
雪
う
さ
ぎ
を
見
る
と
春

の
訪
れ
を
知
っ
て
苗
代
に
種
ま
き
を

始
め
る
。

　

火
口
直
径
５
０
０
ｍ
を
一
周

　

観
光
道
路
磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
の
中
間
点
に
あ
る
浄
土
平
は
登
山

や
自
然
探
勝
の
基
地
に
な
っ
て
い
る
。

浄
土
平
の
駐
車
場
か
ら
整
備
さ
れ
た

階
段
を
１０
分
ほ
ど
登
れ
ば
火
口
壁
の

稜
線
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
、
気

軽
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
な
っ

て
い
る
。
火
口
は
直
径
５
０
０
ｍ
、

火
口
底
ま
で
は
約
７０
ｍ
あ
り
、
火
口

全
体
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
か

す
か
に
漂
う
硫
黄
臭
で
こ
の
あ
た
り

一
帯
が
火
山
活
動
状
態
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

　

稜
線
か
ら
は
福
島
盆
地
が
一
望
で

き
、
秋
の
紅
葉
の
時
期
は
赤
や
黄
に
色

づ
い
た
周
辺
の
山
々
や
浄
土
平
湿
原

の
草
紅
葉
を
眺
め
る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
る
。
火
口
壁
を
一
周
す

る
お
鉢
回
り
は
風
の
強
い
日
は
慎
重

さ
が
求
め
ら
れ
る
。
ス
タ
ー
ト
し
て

か
ら
１
時
間
程
度
で
浄
土
平
に
戻
っ

て
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

吾
妻
小
富
士
の
東
斜
面
下
方
に
あ

る「
ぬ
る
湯
温
泉
」か
ら
の
登
山
道
は
、

吾
妻
小
富
士
を
正
面
か
ら
見
て
登
る

コ
ー
ス
だ
が
、
現
在
は
訪
れ
る
人
は

ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
、
静
寂
さ
を

保
っ
て
い
る
。

吾
妻
小
富
士

１
７
０
７
ｍ

宮川好雄  郡山勤労者山岳会／福島

「種まきうさぎ」で
福島市のシンボル的存在

中腹に見える種まきうさぎ 紅葉時期の吾妻小富士
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昔
、
榛
名
山
の
山
頂
に
天
狗
が
住

ん
で
い
ま
し
た
。
天
狗
は
山
ろ
く
の

動
物
た
ち
を
配
下
に
置
い
て
い
ま
し

た
。
あ
る
日
、
天
狗
は
動
物
た
ち
を
集

め
て
言
い
ま
し
た
。「
わ
れ
わ
れ
の
威

厳
を
保
つ
た
め
に
、
駿
河
の
富
士
山

に
勝
る
高
い
山
か
、
少
な
く
と
も
同

じ
高
さ
の
山
を
築
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

山
が
で
き
あ
が
っ
た
暁
に
は
た
く
さ

ん
の
褒
美
を
与
え
る
の
で
、
み
ん
な

が
ん
ば
る
よ
う
に
」。
動
物
た
ち
は
骨

身
を
惜
し
ま
ず
働
き
ま
し
た
。
そ
し

て
で
き
あ
が
っ
た
の
が
榛
名
富
士
で

し
た
。
榛
名
富
士
は
も
う
ひ
と
も・

っ・

こ・

山
頂
に
運
び
上
げ
れ
ば
、
駿
河
の

富
士
山
と
同
じ
高
さ
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
時
、

鶏
の
声
が
と
ど
ろ
き
、
夜
明
け
が
や
っ

て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
天
狗
は

慌
て
、
ひ
と
も・

っ・

こ・

を
担
ぎ
上
げ
る

間
も
な
く
退
散
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

結
局
こ
の
工
事
は
完
成
せ
ず
、
現
在

の
榛
名
富
士
の
高
さ
に
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

榛
名
山
は
、
カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る

榛
名
湖
と
中
央
火
口
丘
の
榛
名
富
士

溶
岩
ド
ー
ム
が
あ
る
複
式
火
山
で
、

掃
部
ヶ
岳
や
烏
帽
子
岳
な
ど
の
外
輪

山
や
、
相
馬
山
な
ど
の
寄
生
火
山
を

連
ね
て
い
ま
す
。
か
つ
て
雨
乞
い
の

神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
榛
名
山
。
そ

の
外
輪
山
も
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
神

が
宿
る
山
と
し
て
、
人
々

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
榛
名

山
と
伊
香
保
を
こ
よ
な

く
愛
し
た
の
が
徳
冨
蘆

花
と
竹
久
夢
二
で
し
た
。

美
し
い
円
錐
形
の
榛
名

富
士
は
、
山
頂
か
ら
浅

間
山
、妙
義
山
、西
上
州
、

秩
父
、
八
ヶ
岳
な
ど
の

山
を
一
望
で
き
、
季
節

ご
と
の
美
し
さ
を
堪
能

で
き
ま
す
。

榛
名
富
士

１
３
９
１
ｍ

荒井光  太田ハイキングクラブ／群馬

紅葉と榛名富士。手前は榛名湖

カラス天狗のいわれが伝わる榛名富士

駿河富士と競った山
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そ
の
優
美
な
姿
か
ら
越
前
富
士
と

も
称
さ
れ
る
日
野
山
は
、
福
井
平
野

の
多
く
か
ら
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
昔
、
平
安
時
代
に
父
が
越
前
の

守
と
し
て
赴
任
し
た
こ
と
で
こ
の
地

（
現
在
の
越
前
市
）
に
住
ん
で
い
た
紫

式
部
は
「
め
に
近
き
日
野
の
た
け
と

い
ふ
山
の
、
雪
い
と
深
う
見
や
る
れ

ば
」
と
し
て
次
の
歌
を
よ
ん
で
い
る
。

　

こ
こ
に
か
く　

日
野
の
杉
む
ら
埋

む
雪　

小
塩
の
松
に
今
日
や
紛ま

が

へ
る

　

こ
の
山
に
登
る
に
は
Ｊ
Ｒ
王
子
保

駅
か
ら
徒
歩
三
十
分
、
日
野
神
社
が

登
山
口
。
登
り
二
時
間
で
山
頂
に
至

る
が
、
途
中
の
比
丘
尼
こ
ろ
が
し
の

急
斜
面
に
少
々
の
苦
労
を
強
い
ら
れ

る
。
山
頂
は
南
北
に
広
く
福
井
平
野

が
一
望
で
き
る
。
下
り
は
何
コ
ー
ス

も
あ
る
が
、
日
野
神
社
に
戻
る
周
遊

ル
ー
ト
が
お
す
す
め
。

　

越
前
市
武
生
中
央
公
園
か

ら
望
む
日
野
山
は
ま
さ
に

「
め
に
近
き
」
お
姿
。
地
元

出
身
の
絵
本
家
・
か
こ
さ
と

し
監
修
「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
広

場
」
に
絶
え
な
い
子
ど
も
の

声
、
秋
の
伝
統
行
事
「
た
け

ふ
菊
人
形
」
を
め
で
る
人
波

は
ま
さ
に
日
野
山
の
す
そ

野
に
織
る
錦
。

　

初
め
て
登
山
に
よ
し
、
足

な
ら
し
に
よ
し
…
こ
の
山

を
訪
れ
る
人
は
一
年
三
六

五
日
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。

越
前
富
士

日
野
山
７
９
５
ｍ

荒川勝巳  あし山遊会／福井

武生中央公園「だるまちゃん広場」から望む日野山

越前の名山　式部ゆかりの山

日野山のすそ野に織る錦「たけふ菊人形」
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香
川
県
の
讃
岐
平
野
に
点
在
す
る

山
々
は
、
両
肩
を
撫
で
お
ろ
し
た
よ

う
な
溶
岩
台
地
が
浸
食
さ
れ
た
山
が

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
讃
岐
七

富
士
と
呼
ば
れ
る
７
つ
の
富
士
が
あ

り
、
７
つ
の
中
で
も
飯い

い

野の

山や
ま

は
別
格

で
、
讃
岐
富
士
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

標
高
は
４
２
２
ｍ
で
す
が
、
そ
の
優

美
な
姿
で
新
日
本
百
名
山
に
選
ば
れ

て
い
ま
す
。
登
山
口
は
、
北
側
の
坂

出
ル
ー
ト
と
南
側
の
飯
山
町
ル
ー
ト
、

そ
れ
と
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
が
あ
る

西
側
の
飯
野
町
ル
ー
ト
の
３
箇
所
あ

り
ま
す
。
標
高
約
９０
ｍ
か
ら
頂
上
を

目
指
し
、
１
時
間
前
後
か
け
て
瀬
戸

大
橋
や
金
毘
羅
さ
ん
方
面
な
ど
の
景

色
を
見
な
が
ら
登
り
ま
す
。
毎
日
の

よ
う
に
登
ら
れ
る
方
も
多
く
、
こ
う

し
た
方
は
「
星
組
」「
夜
明
け
組
」
と

呼
ば
れ
、
飯
野
山
に
は
昼
夜
の
別
な

く
誰
か
が
足
を
踏
み
入
れ
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
の
歌
人
・
西
行
法
師
が

飯
野
山
を
「
当
国
第
一
の
名
山
に
し

て
、
い
わ
ゆ
る
讃
岐
富
士
と
も
称
す
。

又
力
山
と
も
号
す
。
讃
岐
に
は
こ
れ

を
や
富
士
と
い
ゝ
の
山
朝
け
の
烟
た

た
ぬ
日
は
な
し
」
と
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昭
和
天
皇
が
摂
政
宮
だ
っ

た
大
正
１１
（
１
９
２
２
）
年
、
香
川

県
を
訪
れ
、
翌
年
の
歌
会
始
で
「
暁

に
駒
を
と
ど
め
て
見
渡
せ
ば
讃
岐
の

富
士
に
雲
ぞ
か
か
れ
る
」
と
詠
ま
れ

ま
し
た
。
頂
上
に
は
、
昭
和
天
皇
の

歌
碑
や
讃
岐
の
国
造
鷲
住
王
を
祀
る

飯
山
権
現
社
の
ほ
か
、
巨
人
伝
説
の

お
じ
ょ
も
の
足
跡
と
つ
た
わ
る
岩
な

ど
が
あ
り
、
古い

に
し
え

と
現
代
が
つ
な
が
っ

た
空
間
を
楽
し
め
ま
す
。

　

毎
年
４
月
２２
日
を
「
讃
岐
富
士
の

日
」
と
定
め
、
里
山
祭
り
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

讃
岐
富
士

飯
野
山
４
２
２
ｍ

瀧下健二  丸亀しわく山の会／香川

桜の頃、讃岐富士の北側山麓・伊勢神社から

丸亀市川西町の溜め池の向こうに見える讃岐富士

昼夜を問わず
登られる身近な山
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開
聞
岳
は
薩
摩
半
島
南
端
に
あ
る
、

海
か
ら
直
接
そ
び
え
る
ほ
ぼ
完
璧
な

円
錐
形
を
し
た
標
高
９
２
４
ｍ
の
美

し
い
山
だ
。
古
く
は
麓
の
枚ひ

ら
き
き聞

神
社

に
由
来
し
て
開ひ

ら
き
き
が
た
け

聞
岳
だ
っ
た
の
が
「
か

い
も
ん
岳
」
に
、
又
錦
江
湾
の
入
り

口
に
あ
っ
て
、
大
隅
半
島
と
向
か
い

合
う
様
が「
海か

い
も
ん門

」に
例
え
ら
れ
て「
か

い
も
ん
山
」
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。

　

古
の
船
乗
り
に
と
っ
て
本
土
へ
向

か
う
目
印
と
し
て
大
事
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が

で
き
る
し
、
知
覧
基
地
を
飛
び
立
っ

た
特
攻
隊
員
が
本
土
最
後
の
風
景
と

し
て
こ
の
山
を
見
て
い
た
だ
ろ
う
と

思
う
と
感
慨
深
い
。

　

高
校
生
の
夏
、
友
人
と
初
め
て
登
っ

た
山
と
し
て
も
記
憶
に
残
る
。
登
山

道
を
覆
っ
た
樹
林
帯
は
風
を
遮
り
大

量
の
汗
が
吹
き
出
す
登
山
だ
っ
た
が
、

山
腹
を
一
周
し
て
山
頂
に
立
つ
と
爽

や
か
な
涼
風
が
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
た
。

　

山
頂
か
ら
の
３
６
０
度
の
眺
望
は

素
晴
ら
し
い
。
南
に
広
が
る
東
シ
ナ

海
、
振
り
返
れ
ば
す
ぐ
そ
こ
に
池
田
湖

の
美
し
い
湖
面
が
、
遠
く
桜
島
ま
で

見
渡
せ
る
雄
大
さ
も
た
ま
ら
な
い
魅

力
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
山
の
魅
力

は
何
と
言
っ
て
も
そ
の
形
の
美
し
さ

に
あ
る
。
指
宿
の
露
天
風
呂
、
知
覧

の
茶
畑
や
大
隅
半
島
南
端
か
ら
錦
江

湾
越
し
に
見
え
る
円
錐
形
の
キ
リ
ッ

と
し
た
姿
に
は
、
何
と
も
い
え
な
い

心
の
安
ら
ぎ
を
覚
え
る
。

　

開
聞
岳
に
春
を
告
げ
る
恒
例
の
指

宿
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
池
田
湖

畔
に
あ
る
１２
・
５
㎞
地
点
の
給
水
所

か
ら
開
聞
岳
を
背
景
に
写
真
を
撮
っ

て
い
る
選
手
が
多
い
し
、
僕
自
身
も

こ
の
風
景
に
幾
度
も
励
ま
さ
れ
た
。

　

清
楚
で
上
品
な
我
ら
が
故
郷
の
麗

人
、
開
聞
岳
は
見
飽
き
る
こ
と
は
な

い
。

薩
摩
富
士

開
聞
岳
９
２
４
ｍ

鬼塚脇正明  山坂達者の会／鹿児島

長崎鼻から見える開聞岳

西大山駅から開聞岳をのぞむ

薩摩の麗人
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私
、
捨
て
ら
れ
な
い
の
で
す
。
昔

の
登
山
靴
や
ボ
ロ
ザ
ッ
ク
・
古
い

ロ
ー
プ
・
靴
や
カ
バ
ン
の
箱
・
紙
袋
・

読
ん
だ
本
や
雑
誌
・
孫
の
お
絵
か
き
、

な
ど
な
ど
…
。
昔
は「『
超
』整
理
法
」

や
「
Ｃ
Ｓ
（
ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｎ
＆
ｓ
ｉ
ｍ

ｐ
ｌ
ｅ
）」
が
流
行
り
、
今
は
「
断

捨
離
」
そ
し
て
「
終
活
」
と
い
う
言

葉
が
よ
く
聞
か
れ
る
。
捨
て
な
い
言

い
訳
は
、
山
人
生
の
思
い
出
・
ま
た

い
つ
か
使
う
は
ず
（
実
際
、
紙
袋
な

ど
は
た
ま
～
に
使
う
）。
誤
解
の
な

い
よ
う
言
う
と
、
整
理
整
頓
は
一
応

出
来
て
い
る
。

　

以
前
、
友
人
の
葬
式
で
、
生
前

使
っ
て
い
た
山
道
具
や
写
真
・
手
帳

が
時
系
列
に
整
理
し
て
展
示
さ
れ
て

い
た
。
人
生
の
最
初
で
最
後
一
度
き

り
の
展
示
会
を
見
て
、
素
直
に
良
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私

の
家
族
が
そ
ん
な
事
を
し
て
く
れ
る

可
能
性
が
果
た
し
て
あ
る
か
。“
否
”

家
族
に
と
っ
て
は
、
私
の
愛
用
品
は

「
ゴ
ミ
」
で
し
か
な
い
。
そ
れ
に
気

付
い
た
。

　

山
仲
間
と
昔
話
は
す
る
。
が
、
昔

の
靴
や
ザ
ッ
ク
や
ウ
エ
ア
は
必
要
な

い
。
今
と
な
っ
て
は
使
え
な
い
物

は
断
腸
の
思
い
で
捨
て
る
覚
悟
だ
。

ロ
ー
プ
と
ス
リ
ン
グ
は
、
今
や
っ

て
い
る
ゲ
レ
ン
デ
整
備
で
フ
ィ
ッ
ク

ス
ロ
ー
プ
に
使
え
る
か
ら
と
っ
て
お

く
。
本
と
雑
誌
は
、
超・
老
後
に
な
っ

た
ら
飾
っ
て
楽
し
む
。
も
し
も
夢
の

小
屋
番
に
な
れ
た
ら
、
談
話
室
の
本

棚
で
見
せ
び
ら
か
す
。
空
箱
と
紙
袋

は
整
理
用
に
使
え
る
か
ら
残
置
。
孫

の
思
い
出
は
棺
桶
に
入
れ
て
も
ら
う

か
ら
保
管
。
…
う
～
ん
、
断
捨
離
の

壁
は
恐
ろ
し
く
難
易
度
が
高
く
、
な

か
な
か
越
え
ら
れ
な
い
。

　

私
は
「
衝
動
買
い
」
や
「
安
け
れ

ば
取
り
敢
え
ず
買
っ
て
お
く
」
派
を

自
認
し
て
お
り
、
新
品
も
悲
し
い
程

あ
る
。
若
い
友
人
は
、
ネ
ッ
ト
で
何

で
も
売
る
ら
し
い
。「
え
え
っ
、
こ

ん
な
物
ま
で
売
れ
ち
ゃ
っ
た
。
さ
す

が
に
補
修
し
な
い
と
ヤ
バ
イ
」
な
ん

て
言
っ
て
た
か
ら
、
本
当
に
何
で
も

売
れ
る
の
だ
ろ
う
。
私
は
そ
の
一
歩

が
踏
み
出
せ
な
い
（
冬
山
で
深
夜
一

時
の
出
発
で
も
た
め
ら
わ
ず
に
テ
ン

ト
か
ら
出
ら
れ
る
の
に
）。
多
分
私

は
「
も
っ
た
い
な
い
オ
バ
ケ
」
に
取

り
付
か
れ
て
い
る
と
思
う
、
捨
て
る

こ
と
が
こ
ん
な
に
難
し
い
と
は
。
で

も
、
私
の
感
傷
だ
け
で
残
す
と
家
族

が
嫌
が
る
。

　

最
近
、
２５
年
物
の
靴
と
ザ
ッ
ク
を

捨
て
た
。
ど
れ
も
思
い
出
の
物
だ
。

最
後
に
写
真
を
撮
っ
た
。「
あ
り
が

と
う　

Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
。
天
国
で

待
っ
て
て
」

捨てるという事

ありがとう～ BOREAL ☆彡

第 2 回
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め
、
運
動
の
指
針
と
し
て
、
現
在
ま

で
京
都
府
連
盟
の
統
一
し
た
活
動
目

標
で
あ
る
「
６
つ
の
合
言
葉
」
を
確

認
し
、
労
山
運
動
の
目
的
と
し
て
規

約
に
記
述
し
活
動
を
展
開
し
た
（
以

降
、
京
都
府
連
盟
の
各
会
の
規
約
に

は
、
会
活
動
の
目
的
と
し
て
記
述
さ

れ
て
い
る
）。

　

こ
の
停
滞
し
た
状
況
を
打
開
す
る

た
め
、
地
域
に
根
差
し
た
会
の
結
成

を
積
極
的
に
進
め
、
１
９
６
６
年
に

「
京
都
府
連
盟
」
と
し
て
３
山
岳
会
で

発
足
し
た
。

　

京
都
府
連
盟
の
発
展
の
大
き
な
契

機
は
、
１
９
６
９
年
に
京
都
で
開
催

さ
れ
た
「
全
国
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
」
で

あ
ろ
う
。
各
単
位
労
山
が
、
地
域
の

　

京
都
府
連
盟
の
草
創
期
か
ら

　

私
が
京
都
府
連
盟
に
加
入
す
る
以

前
の
事
で
あ
る
が
、
京
都
府
連
盟
は
、

京
都
勤
労
者
山
岳
会
と
し
て
全
国
労

山
の
呼
び
か
け
に
応
え
、
１
９
６
１

年
に
結
成
。
そ
の
後
、
全
国
労
山
に

加
盟
す
る
ま
で
５
年
を
要
し
た
。
こ

の
間
の
経
過
は
、
全
国
と
京
都
の
認

識
が
違
う
が
、
結
成
さ
れ
て
か
ら
の

１０
年
の
熱
い
思
い
は
、
記
念
誌
を
読

ん
で
い
る
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

結
成
か
ら
３
年
ほ
ど
で
３
０
０
名

近
い
会
員
の
組
織
と
な
っ
た
が
、
半

面
、
急
激
な
組
織
の
拡
大
は
、
会
員

間
の
意
識
の
違
い
を
も
た
ら
し
、
会

員
数
が
大
き
く
上
下
し
た
。
そ
の
た

労
働
組
合
や
青
年
の
サ
ー
ク
ル
と
実

行
委
員
会
を
結
成
し
、
同
祭
典
の
運

営
に
か
か
わ
る
中
で
、
青
年
の
登
山

要
求
に
応
え
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、

１
９
６
５
年
に
「
登
山
祭
典
」
が
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
以
降

も
継
続
さ
れ
、
多
く
の
青
年
を
労
山

に
迎
え
入
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
登
山
祭
典
の
運
営
は
京
都

府
連
盟
単
独
で
継
続
さ
れ
た
が
、
１

９
９
１
年
に
終
了
す
る
。
１
９
８
０

年
～
１
９
９
０
年
の
京
都
に
お
け
る

運
動
の
低
迷
時
期
と
重
な
る
よ
う
に

感
じ
る
。

　

運
動
を
立
て
直
す
た
め
に
は
「
組

織
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
」
が
実
感

で
き
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

全
て
の
会
の
協
力
な
く
し
て
は
実
現

で
き
な
い
と
考
え
、
京
都
府
連
盟
の

取
り
組
み
の
整
理
を
行
っ
た
。
取
り

組
み
が
で
き
な
い
会
に
つ
い
て
は
、

そ
の
理
由
を
公
開
し
相
互
に
協
力
す

る
こ
と
で
再
出
発
を
行
っ
た
。
そ
の

時
に
運
動
の
基
本
と
な
っ
た
の
は「
６

つ
の
合
言
葉
」
の
実
現
の
た
め
、
教

育
活
動
と
登
山
中
の
事
故
を
無
く
す

取
り
組
み
だ
っ
た
。
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
連
盟
理
事
会
を
中
心

に
登
山
講
座
や
公
募
登
山
を
実
施
し
、

新
た
な
地
域
に
労
山
の
結
成
を
進
め

た
。

　

仲
間
と
共
に
発
展
を
目
指
す

　

こ
の
京
都
府
連
盟
の
低
迷
期
に
大

き
な
力
と
な
っ
た
の
は
、
近
隣
の
労

山
の
共
助
だ
っ
た
。
特
に
私
が
実
感

し
た
の
は
、
１
９
７
８
年
に
発
生
し

た
滋
賀
県
連
盟
の
五
龍
岳
遭
難
事
故

で
の
、
近
畿
の
労
山
の
仲
間
が
大
阪

の
救
助
隊
を
中
心
に
、
力
を
出
し
合

う
姿
だ
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
の
活
動
（
自
然
保
護
運
動
・

第 9 回

京
都
府
勤
労
者
山
岳
連
盟
の

草
創
期
に
つ
い
て

横
井
功

（ よ こ い・ い さ
お ）　1950 年 生
ま れ。1973 年
に北勤労者山岳
会に入会。75 年
に明峯勤労者山
岳会を分離独立。
82 年～現在まで京都府連盟の役員

（理事・理事長・副会長）、94 年～
2009 年まで全国労山の副会長。
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統
一
し
た
課
題
に
つ
い
て
も
、
各
連

盟
の
状
況
に
合
わ
せ
て
取
り
組
み
、

決
し
て
無
理
強
い
は
し
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
様
々
な
活
動
を
京
都

の
仲
間
に
知
ら
せ
、
体
験
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
組
織
の
展
望
を
話
せ
る

「
連
盟
」
に
変
化
し
た
。

　

運
動
の
中
で

　

最
も
大
切
に
し
た
こ
と

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
京
都
府
連
盟

の
運
動
の
中
で
積
み
上
げ
て
き
た
も

の
は
、「
会
員
の
要
求
を
実
現
す
る
活

動
」「
命
を
大
切
に
す
る
事
と
社
会
と

の
繋
が
り
の
中
で
登
山
活
動
を
広
め

る
」「
多
く
の
登
山
愛
好
者
を
労
山
に

迎
え
入
れ
る
」と
い
う
３
つ
だ
と
思
っ

て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
組
織
人
員
の
増

減
に
一
喜
一
憂
せ
ず
、
労
山
の
行
っ

て
い
る
活
動
が
社
会
性
を
持
っ
て
い

る
か
否
か
で
判
断
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
で
き
な
い
こ
と
を
社
会
環

境
の
理
由
に
し
た
り
、
組
織
の
力
量

女
性
委
員
会
活
動
・
遭
難
対
策
活
動
・

雪
崩
講
習
会
等
）
が
盛
ん
に
な
っ
た

と
記
憶
し
て
い
る
。
特
に
「
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
搬
出
訓
練
」
は
現
在
も
３
０

０
名
を
超
え
る
参
加
者
で
実
施
さ
れ

て
い
る
。

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
の
基
本
は

「
各
連
盟
の
活
動
状
況
を
共
有
す
る
。

が
な
い
の
で
仕
方
が
な
い
等
、
自
己

満
足
や
自
己
に
都
合
の
よ
い
解
釈
を

せ
ず
、
客
観
的
に
判
断
し
て
総
括
す

る
こ
と
が
京
都
府
連
盟
を
発
展
さ
せ

て
き
た
と
思
う
。

　

こ
こ
で
、
大
切
な
こ
と
は
「
労
山

運
動
の
目
的
」（
趣
意
書
や
京
都
府
連

盟
の
６
つ
の
合
言
葉
）
に
沿
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
か
否
か
だ
。
文
章
を
解

説
す
る
の
で
は
な
く
、
運
動
の
結
果

が
目
的
に
沿
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
か
を
評
価
す
る
こ
と
だ
。

　
「
趣
意
書
を
学
習
し
運
動
に
生
か

す
」
と
聞
く
こ
と
が
あ
る
が
、
実
感

と
し
て
運
動
の
成
果
を
体
感
し
な

い
限
り
、
理
解
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
こ
こ
に
、
役
員
や
会
の
中
心
メ

ン
バ
ー
の
役
割
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
京
都
府
連
盟
は
、
登
山
者
教
育

と
遭
難
対
策
を
運
動
の
中
心
に
据
え

て
日
々
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
課
題

　

連
盟
５０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、「
足
あ
と
を
残
そ
う
。
明
日
に

向
か
っ
て
新
た
な
『
峰
』
へ
」
を
テ
ー

マ
に
会
員
数
１
０
０
０
名
を
超
え
る

連
盟
を
目
標
に
各
会
が
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
一
時
は

１
０
０
０
名
を
超
え
る
組
織
に
な
っ

た
が
、
現
在
は
安
定
し
た
会
員
数
で

は
な
い
。
今
後
、
連
盟
と
し
て
は
６０

周
年
に
会
員
数
１
５
０
０
名
を
目
指

し
て
い
る
。

　

労
働
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
社
会

環
境
（
非
正
規
雇
用
が
５０
％
を
超
え

て
い
る
）
で
、
い
か
に
登
山
愛
好
者

の
要
求
や
生
活
環
境
に
マ
ッ
チ
し
た

運
動
を
展
開
で
き
る
か
、
み
ん
な
の

知
恵
を
出
し
合
い
、
提
案
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
の
コ

ロ
ナ
禍
の
社
会
で
「
山
で
の
単
独
遭

難
事
故
」
が
目
に
つ
く
。
な
ぜ
か
と

考
え
る
と
、
外
出
制
限
を
呼
び
掛
け

ら
れ
る
中
で
“
自
粛
生
活
”
が
長
く

な
り
、
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
、
近
郊

の
自
然
に
接
し
た
い
要
求
で
登
山
知

識
の
未
熟
な
人
が
事
故
を
起
こ
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
こ
の
事
象
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
る
。

近畿ブロック搬出技術講習会（2018 年）

心ひとつに大文字山から。地元
の小学生や大文字保存会の方々
と（2012 年 3 月 11 日）
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周
り
が
見
え
て
き
た
瞬
間
に
、

仁
田
岳
と
い
う
山
は
私
に
奇
妙
な

親
近
感
を
抱
か
せ
た
。
何
と
な
く

行
き
が
け
の
駄
賃
的
山
で
、
主
脈

か
ら
外
れ
た
、
尾
根
の
小
突
起
を

訪
れ
る
人
も
少
な
か
ろ
う
と
、
愛

お
し
さ
を
感
じ
た
。
分
岐
か
ら
深

い
ハ
イ
マ
ツ
を
漕
い
で
２０
分
ほ
ど
、

風
の
音
だ
け
で
し
ん
と
し
て
、
山

名
を
記
し
た
垂
木
が
、
地
味
さ
加

減
を
引
き
立
て
る
よ
う
に
立
っ
て

い
た
。
頂
上
か
ら
の
景
色
は
思
っ

た
以
上
で
、
こ
こ
で

し
か
見
ら
れ
な
い
大

井
川
上
流
の
複
雑
で

濃
密
な
森
林
に
被
わ

れ
た
山
肌
や
大
尾
根

の
重
な
り
で
あ
る
。

遥
か
に
雄
大
な
富
士

山
、
そ
し
て
深
緑
色

の
ダ
ム
湖
。
何
と

言
っ
て
も
印
象
深
い

の
は
、
易
老
岳
か
ら

仁
田
岳
ま
で
の
稜
線

そ
の
も
の
、
ど
こ
を

切
り
取
っ
て
も
一
幅

85

舳先のような山稜の頂き、
　　　　　　　　55 年ぶりの仁田岳

　赤石の雄大な脈拍を伝　赤石の雄大な脈拍を伝
えた聖から光へ、山の背えた聖から光へ、山の背
分岐喜望峰から、舳先の分岐喜望峰から、舳先の
ように駿州側に出っ張っように駿州側に出っ張っ
た 尾 根 の 真 ん 中 に あ るた 尾 根 の 真 ん 中 に あ る
頂、それが仁田岳だ。55頂、それが仁田岳だ。55
年前の夏、塩見岳からわ年前の夏、塩見岳からわ
き目もくれず一目散、荒き目もくれず一目散、荒
川を、赤石を、聖を越え川を、赤石を、聖を越え
るテント泊 6 日目。15 歳るテント泊 6 日目。15 歳
の身にはキツイ縦走で、の身にはキツイ縦走で、
バ テ て 倒 れ る 者 が 出 るバ テ て 倒 れ る 者 が 出 る
中、荷も減って周囲を少中、荷も減って周囲を少
しずつ観察できるようにしずつ観察できるように
なった。初めて見る地形なった。初めて見る地形
とその圧倒的な山塊、高とその圧倒的な山塊、高
山植物、蝶、鳥類、多種山植物、蝶、鳥類、多種
多様な景色が、心に響く多様な景色が、心に響く
ようになっていた。ようになっていた。

面平のレンタルキャンプ場。特別許可で（一社）南信州山岳文化伝統の会が借りて
おり、来年 5 月初旬から一般公開する。HP でお知らせする予定

仁田岳の頂上の筆者、
強風にはタジタジの体
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の
絵
に
な
る
の
だ
。
後
年
に
な
り
、

趣
は
違
う
が
ネ
パ
ー
ル
・
ク
ー
ン

ブ
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
麓
で
、
同
じ
よ

う
な
自
然
そ
の
も
の
の
美
し
い
稜

線
に
出
会
う
。

昨
晩
秋
、
南
信
濃
で
私
た
ち

が
展
開
し
て
い
る
エ
コ
登

山
の
新
基
軸
、
易
老
岳
中
腹
の
面

平
に
設
置
し
た
レ
ン
タ
ル
キ
ャ
ン

プ
シ
ス
テ
ム
の
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ

（
＊
）
を
行
っ
た
際
、
２
日
目
は
光

岳
グ
ル
ー
プ
と
仁
田
岳
グ
ル
ー
プ

の
２
班
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
で
行

動
し
た
。

　

私
は
し
ば
ら
く
ぶ
り
の
光
岳
に

も
行
っ
て
み
た
か
っ
た
が
、
あ
の

懐
か
し
い
仁
田
岳
に
魅
か
れ
た
。

５５
年
ぶ
り
の
頂
上
と
い
う
こ
と
だ
。

当
時
の
記
憶
が
甦
る
も
の
か
、
興

味
も
あ
っ
た
。
初
日
は
雨
、
翌
日

は
打
っ
て
変
わ
っ
た
晴
天
に
や
れ

嬉
し
と
な
っ
た
。
2
日
と
も
雨
模

様
で
は
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
が
台
無

し
で
あ
る
。

　

朝
、
相
当
冷
え
込
ん
で
も
た
つ

き
、出
発
が
６
時
を
回
っ
て
し
ま
っ

一
昨
年
は
９
０
０
人
、
昨
年
は
８

０
０
人
台
で
あ
る
。
北
ア
ル
プ
ス

の
有
名
ど
こ
ろ
の
１
日
分
に
も
及

ば
な
い
の
だ
。

仁
田
岳
に
向
か
う
最
中
、
山
々

の
錦
繍
の
美
し
さ
や
、
地
形

の
面
白
さ
な
ど
十
分
感
じ
て
嬉
し

か
っ
た
が
、
植
生
の
大
き
な
変
り

様
を
思
う
と
、
５５
年
前
の
思
い
出

は
消
え
て
し
ま
っ
た
。な
ぜ
変
わ
っ

た
の
か
、
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
が

脳
裏
に
浮
か
ん
だ
。

　

藪
を
漕
ぐ
よ
う
に
あ
っ
た
ハ
イ

マ
ツ
は
お
と
な
し
く
低
く
生
え
そ

ろ
っ
て
、
午
後
１
時
に
強
烈
な
突

風
の
中
、
這
い
つ
く
ば
っ
て
頂
上

に
着
い
た
。
烈
風
は
な
か
な
か
収

ま
ら
な
い
。
雪
が
舞
い
霰
も
降
っ

た
。
午
前
中
の
晴
天
が
嘘
の
よ
う

に
足
元
が
白
ん
で
き
た
。
一
目
散

に
面
平
ま
で
下
っ
た
。
暗
く
な
っ

て
き
た
キ
ャ
ン
プ
地
に
は
雄
ジ
カ

の
ピ
ュ
ー
ピ
ュ
ー
と
甲
高
く
啼
く

警
戒
音
が
糸
を
引
く
よ
う
に
響
い

て
い
た
。

だ
が
、
登
山
者
の
使
命
は
自
然
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
人
々
に
伝
え

る
と
い
う
こ
と
。
特
に
自
然
の
変

化
は
ヒ
ト
の
生
き
方
を
左
右
す
る
。

空
気
や
水
の
問
題
、
自
然
か
ら
の

恵
み
等
々
多
岐
に
わ
た
る
。

　

シ
カ
の
問
題
は
冬
の
寒
さ
と
積

雪
の
量
で
あ
る
程
度
淘
汰
で
き
る

で
あ
ろ
う
が
、
温
暖
化
が
原
因
の

問
題
は
、
動
物
と
植
物
と
に
多
く

の
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

ヒ
ト
の
世
で
は
、
高
山
植
物
や
ラ

イ
チ
ョ
ウ
は
無
用
の
長
物
と
思
わ

れ
て
も
仕
方
が
な
い
よ
う
だ
。
国

が
天
然
記
念
物
と
し
て
文
化
財
保

護
法
で
守
っ
て
い
る
と
い
う
矛
盾

と
の
整
合
性
は
？　

自
然
は
自
然

の
ま
ま
放
っ
て
お
い
て
い
い
の
だ

ろ
う
か
？　

こ
の
疑
問
は
続
く
。

　

登
山
者
が
入
っ
て
自
然
が
破
壊

さ
れ
る
な
ら
、根
拠
と
し
て
の
デ
ー

タ
が
示
す
で
あ
ろ
う
。
南
ア
南
部

に
つ
い
て
、
信
州
側
遠
山
郷
か
ら

の
入
山
者
数
は
、
百
名
山
の
聖
岳
、

光
岳
を
以
っ
て
し
て
も
圧
倒
的
に

少
な
い
。
登
山
届
出
の
統
計
で
は
、

た
。
行
動
も
ゆ
っ
く
り
で
、
易
老

岳
の
頂
上
に
着
い
た
と
き
に
は
１０

時
を
回
っ
て
い
た
。
早
め
の
昼
食

を
と
っ
て
光
岳
班
と
左
右
に
分
か

れ
た
。
私
た
ち
は
北
東
に
な
だ
ら

か
な
主
稜
線
を
行
き
、
喜
望
峰
分

岐
か
ら
予
定
通
り
目
的
の
仁
田
岳

に
向
か
う
。「
稜
線
に
は
そ
こ
か

し
こ
に
お
花
畑
が
あ
っ
た
の
に
、

皆
シ
カ
に
や
ら
れ
て
！
」
と
同
行

し
た
Ｏ
さ
ん
が
寂
し
そ
う
に
ぼ
や

い
た
。
そ
う
い
え
ば
５５
年
前
の
南

ア
南
部
に
は
稜
線
に
高
山
植
物
が

あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
Ｏ

さ
ん
は
ま
だ
若
い
か
ら
、
そ
う
そ

う
昔
の
話
で
は
な
い
。

シ
カ
が
増
え
る
の
も
、
外
来
植

物
が
増
殖
す
る
の
も
、
温

暖
化
や
異
常
気
象
と
い
う
ヒ
ト
起

因
の
問
題
が
全
て
だ
。
自
然
を
守

る
た
め
、
山
登
り
に
押
し
か
け
る

登
山
者
の
規
制
を
言
う
人
も
い
る

が
、
何
も
し
な
い
で
放
っ
て
お
い

た
始
末
が
温
暖
化
で
あ
り
、
シ
カ

の
食
害
に
よ
る
お
花
畑
消
滅
で
あ

る
。
常
に
言
い
続
け
て
い
る
こ
と

＊報道陣、関係者向けのモニターツアー
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シベリアからの季節風・
               日本海側は雪

　

今
回
は
冬
の
天
気
の
仕
組
み
を
考

え
て
み
よ
う
。
冬
と
言
え
ば
西
高
東

低
の
冬
型
気
圧
配
置
が
思
い
浮
か
ぶ

が
、
図
１
の
天
気
図
で
冬
型
気
圧
配

置
の
基
本
構
成
を
確
認
し
よ
う
。

　

日
本
列
島
の
東
に
低
気
圧
、
西
に

高
気
圧
が
あ
っ
て
、
日
本
列
島
は
西

に
行
く
に
従
っ
て
気
圧
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
東
西
の
気
圧
差
が
大
き
い

ほ
ど
（
等
圧
線
の
間
隔
が
狭
い
）
強

い
冬
型
気
圧
配
置
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
冬
型
気
圧
配
置
の
と
き
、
日

本
付
近
は
シ
ベ
リ
ア
や
中
国
東
北

部
か
ら
冷
た
い
北
西
寄
り
の
風
が

吹
い
て
い
る
が
、
こ
れ
が
冬
の
季

節
風
だ
。
一
方
、
シ
ベ
リ
ア
と
日

本
列
島
の
間
の
日
本
海
に
は
、
図

３
の
地
図
の
よ
う
に
熱
帯
の
海
か

ら
の
暖
流
が
東
シ
ナ
海
を
通
っ
て

流
れ
込
ん
で
い
る
。
暖
か
い
海
上

で
は
海
水
が
蒸
発
し
て
水
蒸
気
が

多
い
。
そ
こ
に
冷
た
い
季
節
風
が

吹
き
込
む
と
対
流
が
起
き
て
雲
が

次
々
に
で
き
、
日
本
列
島
の
日
本

海
側
や
脊
梁
山
脈
に
雪
や
雨
を
降

ら
せ
、
そ
の
後
は
乾
い
た
冷
た
い

北
風
に
な
っ
て
太
平
洋
側
に
吹
き

降
り
る
。
こ
れ
が
日
本
の
冬
型
の

天
気
の
基
本
パ
タ
ー
ン
だ
。

　

平
均
２
日
に
１
回
は
西
高
東
低

　
シ
ベ
リ
ア
奥
地
で
は

　
マ
イ
ナ
ス
68
℃
の
記
録
も

　

１２
月
～
２
月
の
３
か
月
の
毎
日

９
時
の
天
気
図
を
調
べ
る
と
、
昨

冬
は
４１
回
、
そ
の
前
の
冬
は
５０
回

で
平
均
２
日
に
１
回
は
西
高
東
低

気
圧
配
置
に
な
っ
て
い
る
。
図
１

第 10 回

気象予報士・野尻英一

山登りのための山登りのための

の
と
き
、
筆
者
は
京
都
府
丹
後
の

日
本
海
に
面
し
た
由
良
ヶ
岳
（
６

４
０
ｍ
）
に
登
っ
て
い
た
（
図
２
）。

こ
の
年
は
本
格
的
な
冬
の
訪
れ
が

遅
く
、
ク
リ
ス
マ
ス
近
く
に
な
っ

て
よ
う
や
く
強
い
寒
波
が
南
下
し

た
。
北
風
に
吹
か
れ
て
み
た
く
な

り
登
る
と
、
日
本
海
か
ら
湯
気
の

よ
う
な
雪
雲
が
次
々
と
吹
き
寄
せ
、

そ
の
切
れ
間
に
日
本
海
の
青
黒
い

海
が
見
え
た
。
冬
の
雪
雲
か
ら
酷

寒
の
シ
ベ
リ
ア
雪
原
や
熱
帯
の
海

を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
地
球
の
気
候
、
地
球
環
境
の

図 1　冬型の天気図例（2004 年 12 月 22 日～ 23 日）

図 2　日本海に面した京都府の由良ヶ岳にて（12 月 23 日）

◆室内で 1 回 7 分
◆最初は無理なく朝・夕に、
　           慣れたら週 3 回以上継続が効果的
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厳
冬
期
に
最
大
に
な
る
。
空
気
は
温

度
が
低
い
ほ
ど
重
い
の
で
、
冷
凍
庫

や
冷
蔵
庫
を
開
け
る
と
冷
気
が
足
元

に
流
れ
て
ヒ
ン
ヤ
リ
す
る
が
、
そ
れ

と
同
じ
よ
う
に
冬
は
シ
ベ
リ
ア
か
ら

寒
気
が
周
囲
に
向
か
っ
て
流
れ
出
よ

う
と
し
、
温
度
差
が
大
き
い
ほ
ど
そ

の
力
は
強
く
な
る
。
１０
月
末
か
ら
１１

月
に
な
る
と
気
温
差
が
広
が
っ
て
関

東
や
関
西
で
木
枯
ら
し
が
吹
き
始

め
、
日
本
海
側
で
は
時
雨
が
増
え

る
。
厳
冬
期
に
な
る
と
季
節
風
は

最
強
に
な
り
、
気
温
差
が
小
さ
く

な
っ
て
く
る
３
月
～
４
月
に
季
節

風
が
終
わ
る
わ
け
だ
。

　

こ
う
し
た
寒
気
が
冬
の
シ
ベ
リ

ア
高
気
圧
を
形
成
し
て
い
る
。
名

前
は
シ
ベ
リ
ア
で
も
中
心
が
モ
ン

ゴ
ル
や
中
国
東
北
部
に
位
置
す
る

と
き
も
あ
る
が
、
西
は
ウ
ラ
ル
山

脈
を
越
え
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
北
部
を

覆
う
巨
大
高
気
圧
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
行
き
の
飛
行
機
に
乗
る
と
シ
ベ

リ
ア
上
空
を
通
る
が
、
冬
は
眼
下

に
白
い
大
地
が
い
つ
ま
で
も
続
い

て
い
る
。
シ
ベ
リ
ア
の
面
積
は
日

本
の
４５
倍
も
あ
り
、
寒
気
の
蓄
積

量
は
莫
大
で
、
冬
季
を
通
じ
て
シ

ベ
リ
ア
高
気
圧
は
存
在
し
続
け
る
。

現
在
で
は
、
シ
ベ
リ
ア
高
気
圧
に

は
上
空
の
気
流
の
流
れ
も
関
係
し

て
い
て
複
雑
な
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。

　

次
回
は
冬
型
気
圧
配
置
を
登
山

者
の
視
点
か
ら
詳
し
く
見
て
み
た

い
。

理
解
者
の
一
人
に
な
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

冬
の
季
節
風
の
風
上
の
シ
ベ
リ
ア

は
ど
の
く
ら
い
寒
い
の
か
、
図
３
を

み
て
ほ
し
い
。
シ
ベ
リ
ア
の
夏
の
気

温
は
、
実
は
北
海
道
と
大
き
く
変
わ

ら
な
い
く
ら
い
だ
が
、
９
月
か
ら
ど

ん
ど
ん
下
が
っ
て
１０
月
は
早
く
も
氷

点
下
、
厳
冬
期
の
１
月
は
氷
点
下

２０
℃
近
く
で
、
奥
地
の
ヤ
ク
ー
ツ
ク

や
オ
イ
ミ
ャ
コ
ン
は
マ
イ
ナ
ス
４０
℃

に
も
な
る
。
実
は
、
オ
イ
ミ
ャ
コ
ン

は
マ
イ
ナ
ス
68
℃
と
い
う
人
間
の
定

住
地
の
世
界
最
低
気
温
の
レ
コ
ー
ド

ホ
ル
ダ
ー
だ
。日
本
も
冬
は
寒
い
が
、

シ
ベ
リ
ア
の
気
温
の
下
が
り
方
は
と

て
も
大
き
く
、
日
本
と
の
気
温
差
は

図 1　冬型の天気図例（2004 年 12 月 22 日～ 23 日）オイミャコンでは北半球最低気温と
なる－ 71℃を観測している

図 3　シベリア各地の平年気温
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◆室内で 1 回 7 分
◆最初は無理なく朝・夕に、
　           慣れたら週 3 回以上継続が効果的

視聴は…コチラ→ 日本勤労者山岳連盟 HP、Information 欄の案内からまたは

山に行く体力・筋力を維持しよう！

23



地球温暖化による急激な気候変動を考える

ラ
ン
マ
・
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
等
を
は
じ
め

デ
ナ
リ
気
象
観
測
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
３０
年

間
続
け
て
い
る
登
山
家
の
大
蔵
喜
福
氏

に
、
世
界
中
の
山
の
氷
河
が
融
け
出
す
山

岳
環
境
の
異
変
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ

た
。
大
蔵
氏
は
「
登
山
者
は
自
然
の
代
弁

者
と
し
て
自
然
の
変
化
を
知
ら
せ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
委
員
長
の
竹
本
よ
り
「
地

球
温
暖
化
の
問
題
点
と
気
候
危
機
に
立
ち

向
か
う
に
は
」
と
題
し
て
、
待
っ
た
な
し

の
温
暖
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
２
度
に
わ

た
っ
て
化
石
賞
を
受
賞
し
た
不
名
誉
を
国

民
挙
げ
て
改
善
す
る
手
立
て
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

　

２
日
目
は
タ
イ
ト
な
時
間
な
が
ら
、
リ

ニ
ア
新
幹
線
問
題
（
静
岡
県
連
）、
足
尾

の
植
樹
活
動
（
栃
木
県
連
）、
大
規
模
風

力
発
電
計
画
そ
の
後
（
徳
島
県
連
）、
大

阪
府
連
よ
り
自
然
保
護
憲
章
に
照
ら
し
た

ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護
活
動
、
兵
庫
県
連
よ
り

　

第
２０
回
全
国
登
山
者
自
然
保
護
集
会
が

１１
月
７
～
８
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ
た
が
、

１
都
２
府
１４
県
か
ら
６１
名
が
浜
名
湖
の
あ

る
静
岡
県
浜
松
市
三
ケ
日
町
に
集
っ
た
。

　

今
回
の
自
然
保
護
集
会
の
テ
ー
マ
は

「
気
候
危
機
で
壊
さ
れ
る
山
岳
自
然
！　

地
球
温
暖
化
で
環
境
を
考
え
る
」。
今
日
、

地
球
温
暖
化
が
急
激
な
「
気
候
変
動
」
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
。
熱
波
や
暴
風
雨
な

ど
の
異
常
気
象
、
風
速
７０
ｍ
を
超
す
よ
う

な
巨
大
台
風
や
ハ
リ
ケ
ー
ン
、
線
状
降
水

帯
発
生
に
よ
る
長
雨
と
洪
水
、
乾
燥
に
よ

る
大
規
模
な
森
林
火
災
、
海
面
温
度
の
上

昇
に
よ
る
島
国
の
水
没
や
土
壌
侵
食
、
極

地
で
の
氷
の
消
失
、
永
久
凍
土
の
融
解
な

ど
、
世
界
中
で
深
刻
な
被
害
が
発
生
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、「
温
暖
化
に
よ
る
気
候

危
機
」
は
将
来
の
地
球
環
境
が
い
っ
そ
う

破
壊
さ
れ
る
危
険
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

基
調
講
演
で
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
チ
ョ
モ

六
甲
の
自
然
保
護
活
動
、
静
岡
県
連
か
ら

海
岸
清
掃
活
動
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報

告
さ
れ
た
。

　

私
た
ち
は
、
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ

さ
ん
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境
活
動
家
）

の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２４
で
の
ス
ピ
ー
チ
や
、
１
８
０

年
前
に
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
が
『
経
済
学
・

哲
学
手
稿
』
で
述
べ
た
「
個
々
の
人
間
が

人
類
的
視
点
を
失
わ
な
い
こ
と
、
無
責
任

な
資
本
の
本
質
を
見
抜
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
」
等
の
強
い
警
鐘
を
改
め
て
見

直
す
べ
き
だ
。
温
暖
化
を
止
め
る
に
は
、

最
も
影
響
の
大
き
い
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
削
減
す
る
こ
と
に
尽
き
る
。
日
本
は
、

経
済
の
利
益
（
大
企
業
の
利
益
）
の
み
を

追
求
し
、
人
類
の
生
活
基
盤
を
揺
る
が
す

脱
炭
素
社
会
に
後
ろ
向
き
の
政
策
を
と
り

続
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
政
策
が
気
候
危

機
へ
の
対
応
の
遅
れ
を
増
長
さ
せ
、
国

際
社
会
か
ら
批
判
の
目
を
向
け
ら
れ
て
い

る
。
集
会
の
最
後
に
、「
山
岳
自
然
環
境

を
破
壊
し
人
類
生
存
の
危
機
を
も
た
ら
し

て
い
る
『
地
球
温
暖
化
』
抑
制
の
た
め
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
」
と
い
う
ア
ピ
ー

ル
（
左
記
参
照
）
を
参
加
者
の
賛
成
多
数

の
拍
手
で
決
議
し
た
。

（
竹
本
幸
造
／
全
国
自
然
保
護
委
員
長
）

基調講演する大蔵喜福氏

主管連盟挨拶する海野美
春静岡県連盟理事長

全国登山者自然保護集会を開催
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山岳自然環境を破壊し人類生存の危機をもたらしている
「地球温暖化」抑制のための取り組みを推進するアピール

　地球温暖化は、私たち登山者のフィールドである山岳の自然環境にも深刻な影響
を及ぼしています。ヒマラヤ山脈をはじめとする氷河の融解、北極海の海氷の融解
などで海面は大幅に上昇しています。そして、陸域・海洋の生態系にも深刻な影響
を及ぼし人類の生存基盤そのものをも弱めている状況です。
　地球温暖化がもたらしている気候変動は、巨大台風やハリケーンなどによる深刻
な被害、気温・海面水温の上昇に伴う水蒸気の増加による、集中豪雨の多発・激甚
化などで人類の生活基盤が脅かされています。
　世界の平均気温は、産業革命以前に比べてすでに 1℃も上昇しています。このまま
のペースでＣＯ₂などの温室効果ガスの排出が進むと 2040 年前後に 1.5℃（産業革命
以前にくらべて）、21 世紀末には 4℃以上も高くなり、ヒマラヤの氷河の融解は大幅
に進み夏季の北極海の海氷は消滅し、海面上昇は 1 ｍ前後高くなると予測され、低
い国土の一部とサンゴ礁の多くが失われ、沿岸漁業も大打撃を受けると予想されて
います。
　国際連合の気候変動政府間パネル（IPCC）は、2018 年に 21 世紀末の気温上昇を（2℃
ではなく）1.5℃に抑えることで、極端な気象現象や世界的な海面上昇、北極海の海氷、
陸域・海洋の生態系、水資源、穀物生産量、沿岸漁業などについて、地球温暖化の
影響が（2℃の場合に比べ）大幅に軽減されることを報告しています。そのためには、
世界全体のＣＯ₂排出量を 2050 年ごろまでに実質ゼロにし、それ以外の温室効果ガス
も減らす必要があることを指摘しています。
　この取り組みを推進していくために、学者・研究者による学術研究も大きな役割
を担っています。87 万人の日本の科学者を内外に代表する日本学術会議は、地球温
暖化問題について、いくつもの報告や提言、緊急アピールを発表し、私たちの自然
保護運動の理論的よりどころとなっている組織です。しかし政府は、学術会議の会
員候補 6 名の任命を拒否し、大きな社会問題になっています。学術会議は地球温暖
化などの環境問題をはじめ、社会の大きな問題について提言する組織であり、会員
候補 6 名を速やかに任命することを求めるものです。
　私たち登山者は、すばらしい山岳自然環境を守るとともに、人類の生活基盤を守
るために、ＣＯ₂削減に取り組んでいくことが求められています。第 16 回全国登山者
自然保護集会では「原発ゼロ」アピールを採択しており、ＣＯ₂削減のための原発の
稼働推進は許せません。山岳自然を破壊するメガソーラー、風力発電も許せません。
火力発電など化石燃料に頼らない脱炭素のエネルギー政策を推進して地球温暖化を
抑制するため、政府に対しても積極的に働きかけていきます。

2020 年 11 月 8 日
第 20 回全国登山者自然保護集会 in 浜松
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全国登山学校交流会
in 御在所

安全で充実した登山学校が実施できることを願い 2020 年 11

月 7 ～ 8 日に登山学校交流会が三重県御在所岳（藤内壁、日

向小屋）で開催された。今回も全国から多くの登山学校関係

者が集まり有意義な交流が行われた（東京 2、神奈川 1、愛知

3、長野 2、奈良 2、大阪 3、兵庫 2、岡山 2、山口 4、福岡 2、

全国 7、計 30 名）。

　

１
日
目
（
雨
の
ち
曇
）
は
、
９
時

に
宿
泊
先
の
日
向
小
屋
へ
集
合
し
た
。

１０
時
～
１３
時
、
雨
模
様
の
た
め
室
内

に
て
学
校
、
講
習
会
紹
介
お
よ
び
登

山
教
育
に
お
け
る
課
題
や
展
望
に
関

し
て
話
し
合
っ
た
。

　

ま
ず
は
東
京
、
愛
知
、
大
阪
よ
り

資
料
を
も
と
に
登
山
学
校
の
紹
介
を

行
い
、
続
い
て
各
地
方
連
盟
よ
り
連

盟
の
現
状
や
目
標
、
そ
の
た
め
の
問

題
点
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
質

疑
応
答
で
は
、
指
導
者
教
育
や
ス
タ
ッ

フ
確
保
の
問
題
、
運
営
コ
ス
ト
や
主

催
者
保
険
に
関
し
て
な
ど
、
か
な
り

突
っ
込
ん
だ
話
題
が
話
し
合
わ
れ
た
。

昼
か
ら
雨
が
あ
が
り
岩
場
に
移
動
、

各
登
山
学
校
や
講
習
会
で
の
指
導
内

容
の
紹
介
、
確
認
、
情
報
交
換
を
行
っ

た
。
三
瓶
部
員
（
全
国
遭
難
対
策
部
）

を
中
心
に
装
備
の
確
認
、
次
に
各
連

盟
が
支
点
構
築
、
ビ
レ
イ
シ
ス
テ
ム

を
デ
モ
し
て
そ
の
注
意
点
等
を
確
認

し
た
。
懸
垂
下
降
技
術
の
確
認
も
行
っ

た
。
１６
時
、
再
度
小
屋
に
戻
っ
て
午

前
中
の
討
議
の
続
き
を
行
い
、
白
熱

し
た
議
論
の
の
ち
１８
時
に
予
定
終
了
。

２２
時
ま
で
夕
食
お
よ
び
情
報
交
換
会

を
行
っ
た
。

　

２
日
目（
晴
）は
、１４
時
ま
で
各
パ
ー

テ
ィ
に
分
か
れ
て
親
睦
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
行
っ
て
、
解
散
し
た
。

　

技
術
や
指
導
内
容
を
確
認

　

初
日
は
室
内
、
岩
場
と
も
活
発
な

討
議
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
各
連

盟
に
お
け
る
指
導
内
容
、
特
に
登
攀

シ
ス
テ
ム
の
確
認
が
で
き
た
こ
と
は

良
か
っ
た
。
そ
の
時
々
の
判
断
で
対

応
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
ア
ル
パ
イ

ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、
登
山
学
校

で
の
指
導
に
お
い
て
そ
の
技
術
を
画

一
化
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
、
こ
の
交
流
会
が
、
労

山
の
登
山
学
校
に
お
け
る
指
導
に
つ

い
て
、
良
い
方
向
へ
の
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ

ａ
ｒ
ｄ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
標
準
化
）

の
一
助
と
な
れ
た
の
で
は
と
考
え
て

い
る
。
こ
う
し
た
催
し
を
続
け
る
こ

３０
名
で
開
催  

情
報
交
換
を
活
発
に
行
う

柳
川
憲
一　
全
国
遭
難
対
策
部

前尾根を登る高田美香さん（福岡県連）と大和田全国理事

初日は各地方連盟講習会での終了点の作り方を検証

26



と
は
、
登
山
教
育
に
役
立
つ
も
の
で
、

今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
す
る
。

　

最
後
に
、
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で

多
人
数
で
の
開
催
を
危
ぶ
む
声
も
あ

る
な
か
、
ま
ず
は
参
加
者
各
人
の
体

調
管
理
の
も
と
、
部
屋
の
換
気
や
検

温
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用

　

１１
月
に
御
在
所
岳
で
実
施
さ
れ
た

全
国
登
山
学
校
担
当
者
交
流
会
に
兵

庫
労
山
よ
り
２
名
で
参
加
し
た
。
遠

方
に
も
関
わ
ら
ず
北
は
関
東
甲
信
越
、

南
は
九
州
か
ら
も
参
加
さ
れ
て
い
る

の
に
驚
い
た
。

　

他
連
盟
の
取
り
組
み
に
学
ぶ

　

初
日
は
雨
天
の
た
め
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
変
更
に
な
っ
た
が
、
各
地

方
連
盟
登
山
学
校
の
現
状
と
問
題
点
、

技
術
交
流
会
が
予
定
通
り
行
わ
れ
た
。

の
徹
底
、
ま
た
密
を
避
け
る
努
力
等
、

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
厳
重
に
行

う
こ
と
で
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
の
ご
協

力
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
る
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
、
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

登
山
学
校
の
現
状
と
問
題
点
に
つ

い
て
は
、
各
地
方
連
盟
に
お
い
て
共
通

す
る
問
題
点
（
講
師
の
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
な
ど
）
も
あ
る
一
方
、
異
な
っ

た
問
題
点
も
あ
り
、
兵
庫
に
お
い
て

は
む
し
ろ
今
後
の
参
考
に
な
る
こ
と

も
聞
け
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
思
う

よ
う
に
活
動
で
き
て
い
な
い
連
盟
も

多
い
よ
う
だ
っ
た
が
、
座
学
を
リ
モ
ー

ト
に
し
た
と
こ
ろ
遠
方
か
ら
の
申
込

者
が
あ
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り
、
工

夫
し
て
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る

姿
勢
に
感
心
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学

タ
と
い
う
ル
ー
ト
を
７
合
目
ま
で
、

そ
こ
か
ら
一
般
登
山
ル
ー
ト
を
山
頂

ま
で
登
っ
た
。
鉄
の
は
し
ご
を
探
し

て
見
つ
け
る
の
が
面
白
く
、
途
中
か

ら
見
え
る
紅
葉
に
癒
さ
れ
、
こ
ん
な

機
会
が
な
い
と
来
な
い
で
あ
ろ
う
山

頂
を
存
分
に
楽
し
ん
だ
。

　

登
山
教
育
は
労
山
の
大
き
な
存
在

意
義
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
今
後
も

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
し
て
よ

り
多
く
の
人
に
労
山
を
知
っ
て
も
ら

い
、
各
連
盟
活
動
が
活
発
に
な
り
発

展
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

校
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
受
講
料
、
日

数
な
ど
に
特
色
が
あ
り
、
兵
庫
で
取

り
入
れ
て
み
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
。

　

技
術
交
流
で
は
、
主
に
支
点
構
築

を
５
つ
の
連
盟
で
披
露
し
た
。
ア
ル

パ
イ
ン
に
お
い
て
１
つ
の
方
法
だ
け

が
正
し
い
と
は
な
り
得
な
い
と
は
い

え
、
た
っ
た
数
グ
ル
ー
プ
で
こ
こ
ま

で
違
い
が
あ
る
と
い
う
の
は
と
て
も

興
味
深
か
っ
た
。
ま
た
、
講
師
の
川

嶋
さ
ん
（
全
国
連
盟
事
務
局
長
）
や

三
瓶
さ
ん
（
全
国
連
盟
理
事
・
遭
難

対
策
部
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
点

に
つ
い
て
特
性
や
デ
メ
リ
ッ
ト
の
解

説
が
あ
っ
た
の
で
、
た
だ
見
る
だ
け

で
な
く
頭
の
中
で
整
理
し
な
が
ら
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

紅
葉
の
御
在
所
を
満
喫

　

２
日
目
は
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
希
望
の
ル
ー
ト
を
登
っ
た
。
ほ
と

ん
ど
の
グ
ル
ー
プ
は
一
の
壁
や
前
尾

根
の
登
攀
に
行
っ
た
が
、
兵
庫
チ
ー

ム
は
愛
知
県
連
の
方
に
案
内
し
て
い

た
だ
き
、
御
在
所
の
ヴ
ェ
ア
フ
ィ
ラ
ー

登
山
学
校　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
工
夫
し
て
前
向
き
に
活
動

取
り
組
み
や
技
術
を
学
び
あ
う
二
日
間

本
多
裕
里　
兵
庫
県
勤
労
者
山
岳
連
盟 

事
務
局
長

27



東
京
都
連
盟

秋
雨
前
線
後
退
の
晴
れ
間
に
、

第
4
回
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
を
開
催

　

約
１５
㎞
の
コ
ー
ス
・
３１
名
参
加

　

東
京
都
勤
労
者
山
岳
連
盟
は
２
０
２

０
年
１０
月
１８
日
（
日
）、
都
内
の
高
尾

山
域
で
「
安
全
で
正
確
な
ハ
イ
キ
ン
グ
」

を
行
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
が
上
位
に
な
る

と
い
う
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
を
実
施
し

た
。

　

一
昨
年
に
続
く
開
催
。
大
会
前
後
は

秋
雨
前
線
が
停
滞
し
て
お
り
、
天
候
が

危
ぶ
ま
れ
た
が
、
偶
然
に
も
当
日
は
晴

れ
。
コ
ー
ス
は
、
京
王
線
高
尾
山
口
駅

を
起
点
に
、
南
高
尾
山
稜
～
大
垂
水
峠

（
こ
こ
で
甲
州
街
道
に
一
度
下
山
）
～

城
山
～
日
影
沢
ゴ
ー
ル
ま
で
の
約
１５

㎞
。
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
実
施

が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
感
染
対
策
を
徹
底
、

７
会
・
個
人
２
名
の
計
３１
名
が
参
加
し

て
、
成
功
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー
ご
と

に
上
記
の
コ
ー
ス
を
歩
く
タ
イ
ム
を
競

う
も
の
だ
が
、
参
加
パ
ー
テ
ィ
ー
の
最

高
年
齢
者
に
応
じ
た
「
基
準
時
間
」
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
６０
歳
代

な
ら
ば
基
準
時
間
は
７
時
間
で
、
そ
の

パ
ー
テ
ィ
ー
が
よ
り
７
時
間
に
近
い
時

間
で
上
記
コ
ー
ス
を
歩
け
ば
上
位
と
な

る
。
結
果
は
、
初
参
加
の
Ｈ
Ｃ 

Ｗ
ｉ
ｌ

ｄ
Ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
＋２
分

で
優
勝
。
２
位
は
山
の
会
か
た
つ
む
り

－１５
分
。
３
位
は
山
座
会
－３０
分
。

　

多
く
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
実
行
委

員
会
が
設
定
し
た
基
準
時
間
だ
っ
た

が
、
一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
の
パ
ー

テ
ィ
ー
が
基
準
時
間
よ
り
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
労
山
会
員
の
健

脚
ぶ
り
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

　

４
箇
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に

　

ス
タ
ッ
フ
１７
名
配
置

　

今
大
会
、
初
め
て
都
連
盟
の
上
平
理

事
長
が
参
加
し
た
。
陶
山
副
理
事
長
、

栗
原
事
務
局
長
、
柳
下
安
全
対
策
委
員

長
ら
都
連
盟
幹
部
も
準
備
や
現
場
で
の

管
理
・
運
営
に
参
画
。
さ
ら
に
、
４
会

と
主
管
の
多
摩
西
部
地
区
連
盟
理
事
ら

１７
名
が
４
箇
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

で
安
全
確
保
や
参
加
者
の
通
過
確
認
な

ど
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
は
４
年
前
に
は
１０
名
余
り
、

前
回
は
６０
名
と
増
や
し
て
、
今
回
の
開

催
と
な
っ
た
。
都
連
盟
理
事
会
で
は
当

初
、
開
催
可
否
に
議
論
が
あ
っ
た
が
、

運
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
肝
要
と
判

断
、
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。

　

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
当
日
、
ス
タ
ッ

フ
は
居
合
わ
せ
た
複
数
の
登
山
者
か
ら

「
労
山
腕
章
を
つ
け
た
人
が
沢
山
い
た

が
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。
タ
イ
ム

ト
ラ
イ
ア
ル
の
内
容
を
説
明
す
る
と
感

心
し
て
い
た
そ
う
で
、
一
般
登
山
者
へ

の
影
響
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

田
上
千
俊  

東
京
都
勤
労
者
山
岳
連
盟

受付の風景。労山腕章をつけたスタッフたち
（写真提供：栗原英一）

ゴールの喫茶店「ふじだな」前で、
参加者とスタッフ
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2
日　

自
然
保
護
委
員
会

4
日　

遭
難
対
策
部
会

7
〜
8
日　

全
国
登
山
者
自
然
保
護
集
会
（
静

岡
県
浜
松
市
、
静
岡
県
立
三
ケ
日
青
年

の
家
）　

浦
添
理
事
長
、
久
保
副
理
事

長
、
澤
村
・
竹
本
・
山
本
尚
徳
理
事
、

参
加

同
日
程　

全
国
登
山
学
校
交
流
会
（
三
重
県
・

御
在
所
岳
）　

臼
井
副
理
事
長
、
川
嶋

事
務
局
長
、
石
川
・
大
和
田
・
三
瓶
・

早
川
理
事
、
参
加

14
日　

労
山
創
立
60
周
年
記
念
行
事　

講
演
会

（
東
京
・
神
田
明
神
ホ
ー
ル
）・
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
（
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

15
日　

全
国
労
山
基
金
担
当
者
会
議

17
日　

三
役
会
議

同
日　

組
織
部
会

19
日　

登
山
時
報
編
集
委
員
会

23
日　

全
国
雪
崩
講
習
会
、
講
師
・
ス
タ
ッ
フ

会
議

25
日　

労
山
基
金
運
営
委
員
会

26
日　

第
9
回
理
事
会

同
日　
「
リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
の
凍
結
・
見
直

し
を
求
め
る
署
名
」
国
会
へ
提
出　

浦

添
理
事
長
、
久
保
副
理
事
長
、
竹
本
・

山
本
尚
徳
理
事
、
参
加

　

第
9
回
理
事
会
、
討
議
事
項

①
今
後
の
日
程
に
つ
い
て

　

12
月
の
拡
大
理
事
会
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

た
め
全
国
事
務
所
に
集
ま
る
の
を
や
め
て
、
通

常
の
木
曜
日
夜
間
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
利
用
し
て
の
開

催
と
す
る
。

②
第
34
期
第
1
回
評
議
会
に
つ
い
て

　

今
の
と
こ
ろ
来
年
2
月
第
３
週
に
東
京
で
、

通
常
通
り
の
開
催
と
す
る
。
評
議
会
第
1
次
議

案
の
執
筆
担
当
を
確
認
し
た
。

③
創
立
60
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
縮
小
し
て
開
催
し

た
が
、
現
状
の
中
で
は
上
手
く
運
営
で
き
た
。

④
労
山
事
務
所
の
不
動
産
名
義
に
つ
い
て

　

法
人
格
を
取
得

し
て
、
個
人
名
義

か
ら
移
す
こ
と
を

検
討
し
て
い
く
。

労山創立 60 周年記念行事で「K2 からシリアへ」を講
演する小松由佳氏

全国登山学校交流会で御在所岳藤内壁前尾根を登る
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議
案
書
を
始
め
、
様
々
な
角
度
か
ら

情
報
収
集
し
、
分
析
し
て
作
成
し
た

も
の
で
あ
る
。
組
織
部
会
で
は
、
部

員
の
視
点
で
議
論
を
重
ね
、
よ
り
良

き
も
の
を
作
成
し
、
来
年
度
活
動
方

針
に
生
か
す
予
定
で
あ
る
。

　

全
国
連
盟
と
組
織
部
の
活
動
方
針

作
り
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
地
方
連

盟
の
活
動
の
実
態
把
握
や
意
見
、
会

員
の
声
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
声
を
多

く
聞
け
る
場
の
一
つ
が
全
国
行
事
・

集
会
で
あ
る
。
全
国
連
盟
が
今
年
度

予
定
し
た
全
国
規
模
の
集
会
・
会
議

は
１１
あ
り
、
そ
の
う
ち
１０
を
実
施
し

た
。
集
会
・
行
事
の
参
加
者
総
数
は

延
べ
３
０
０
名
を
超
え
て
い
る
。
各

行
事
・
集
会
に
参
加
し
た
組
織
部
員

の
報
告
で
各
地
方
連
盟
の
活
動
の
様

子
や
、
会
員
の
声
を
組
織
部
と
し
て

掴
ん
で
い
る
。

　

来
年
度
は
全
国
登
山
研
究
集
会
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
労
山
会

員
に
希
望
と
展
望
を
示
し
、
労
山
会

員
と
し
て
の
誇
り
を
も
た
ら
す
力
強

い
集
会
と
な
る
よ
う
、
部
会
で
も
討

議
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
久
保
典
子
／
全
国
組
織
部
長
）

〇
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会

　

Ｔ
シ
ャ
ツ
（
１
枚
１
２
０
０
円
）

　

好
評
発
売
中
!!

　

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
時
に
、「
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー

体
操
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
ほ
し
い
な
～
」

と
い
う
要
望
に
応
え
て
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

作
成
。
デ
ザ
イ
ン
は
労
山
会
員
に
よ

る
も
の
で
、
色
は
一
般
用
と
サ
ポ
ー

タ
ー
用
の
２
色
。
１
枚
１
２
０
０
円

（
送
料
１
０
０
円
）
で
、
５
枚
以
上
は

送
料
無
料
。
チ
ラ
シ
、
申
込
書
は
全

国
労
山
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

（
久
保
典
子
／
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
長
）

〇
遭
難
対
策
部

　

登
攀
中
の
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

　

１０
月
５
日
か
ら
１１
月
４
日
ま
で
に

届
い
た
事
故
一
報
は
、
２７
件
２７
名
。

　

登
攀
に
よ
る
重
症
の
事
例
が
多
発

し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ォ
ー
ル
２
件
、

２
ピ
ン
を
取
れ
ず
墜
落
し
た
事
例
が

１
件
。
室
内
ジ
ム
で
の
墜
落
、
転
落

長
で
あ
る
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

説
明
会
の
運
営
・
内
容
に
つ
い
て
「
進

行
が
上
手
で
、
じ
っ
く
り
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。
例
題
な
ど
の
提
示
で
分

か
り
や
す
か
っ
た
」「
コ
コ
ヘ
リ
は
優

れ
た
制
度
だ
と
思
っ
た
。
す
ぐ
に
で

も
加
入
し
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。
今
後
の
基
金
運
営
に
関

す
る
意
見
・
要
望
と
し
て
は
、「
説
明

会
を
地
方
連
盟
・
県
単
位
で
開
催
し

て
ほ
し
い
」「
廃
止
に
な
っ
た
行
事
主

催
者
保
険
を
復
活
さ
せ
て
ほ
し
い
」

な
ど
制
度
に
関
す
る
意
見
も
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。

（
武
笠
真
次
／
労
山
基
金
運
営
委
員
） 

〇
組
織
部
会

　

討
議
を
重
ね
よ
り
良
き
も
の
を

　

１０
月
組
織
部
会
は
渡
邊
部
員
を
講

師
に
「
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
」
の
学
習
会

を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
組
織
経
営
の

分
析
手
法
の
一
つ
で
、
自
ら
の
強
み

と
弱
み
を
明
ら
か
に
し
て
、
機
会
と

脅
威
に
対
す
る
戦
略
を
立
て
る
ツ
ー

ル
で
も
あ
る
。
各
地
方
連
盟
の
総
会

〇
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　
中
国
地
区
基
金
担
当
者
説
明
会
を
開
催

　

２
０
２
０
年
１０
月
３
日
（
土
）、
十

日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
広

島
・
三
次
市
）
に
お
い
て
中
国
地
域

の
各
会
・
ク
ラ
ブ
の
基
金
担
当
者
説

明
会
が
６
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
２６
名
の
う
ち
３
分
の
１
は
２

０
１
４
年
に
も
参
加
し
て
く
れ
た
方

で
、
長
年
基
金
に
携
わ
っ
て
い
る
方

も
多
い
。
中
国
地
区
は
比
較
的
事
故

に
よ
る
交
付
申
請
が
少
な
い
の
が
特
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の
選
定
や
室
内
ジ
ム
で
の
確
保
技
術

を
今
一
度
確
認
し
て
ほ
し
い
。
年
齢

は
、
６０
代
が
１０
名
、
６０
代
か
ら
８０
代

ま
で
１７
名
。
男
女
は
、
ほ
ぼ
同
数
。

に
よ
り
腰
椎
圧
迫
骨
折
も
発
生
し
た
。

リ
ー
ド
す
る
力
量
や
確
保
す
る
技
量
、

安
全
対
策
の
不
足
が
主
な
原
因
と
考

え
て
い
る
。
力
量
に
合
っ
た
ル
ー
ト

登
山
様
態
で
は
、
男
性
が
登
攀
で
７

名
。
女
性
は
、
無
雪
期
で
１２
名
。
事

故
原
因
で
は
、
男
性
が
転
落
５
名
、

滑
落
、
墜
落
、
転
倒
他
に
分
散
し
て

い
る
が
、
女
性
は
１２
件
が
転
倒
と
多

数
を
占
め
て
い
る
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

事故発生日 地方連盟 山名 山行形態 傷病名
1 09/23 神奈川 室内ジム 人工壁 転落 体が横になり落下 圧迫骨折
2 09/21 岡山 黒部五郎岳 沢登り 滑落 掴んだ岩がはがれ落ちた 腓骨骨折

3 10/03 東京 秩父・河又 登攀 転倒 下山時に転倒して手をつ
いた 右親指骨折

4 10/06 埼玉 塔ノ岳 無雪期 転倒 木の根に足を引掛け転倒 左手首打撲
5 10/06 福岡 御在所岳 登攀 巻添え 転落した人を受止め転倒 大腿二頭筋腱断裂
6 10/04 東京 立山 沢登り 転倒 下山中、岩で滑り転倒 左膝の打撲

7 09/20 兵庫 六甲山 無雪期 転倒 隊列からの落石を避けて
転倒 右大腿部打撲

8 10/11 道央 小樽赤石 登攀 墜落 ホールドが剥がれ墜落 靭帯損傷
9 10/11 兵庫 旧柳生街道 無雪期 転落 石畳で滑り2mの沢に転落 左膝の打撲捻挫
10 09/24 岡山 国分寺山 無雪期 虫 マダニに刺咬 日本紅斑熱

11 10/11 東京 八ヶ岳 無雪期 転倒 濡れた石で滑り転倒し肩
をぶつける

左鎖骨骨折

12 10/12 大分 乗鞍岳 無雪期 転倒 下山中、石車に乗り転倒 右手骨折

13 09/22 愛知 南木曾岳 無雪期 転倒 下山時、木の根に滑り転
倒 後頭部挫傷

14 10/11 京都 小倉山 無雪期 転倒 下山中、足を滑らせ転倒 臀部打撲

15 10/18 京都 　金比羅山 登攀 転落 登攀中転落、グランド
ホール 骨折６ヶ所

16 10/18 福岡 筒ヶ岳 無雪期 転倒/滑落 下山中、階段を転倒から
滑落 右足首骨折

17 10/18 長野 風吹岳 無雪期 転倒 下山中、転倒 左足首骨折
18 10/24 埼玉 鶏冠山 無雪期 転倒 足場の岩が崩れ転倒 右太もも腰部打撲

19 10/25 東京 小川山 登攀 滑落 １本目の支点取れずグラ
ウンドフォール

左前脛腓靭帯損傷

20 10/25 岡山 熊山 無雪期 転倒 前のめりに転倒 鼻の骨折
21 10/24 岡山 朝鍋鷲ヶ岳 無雪期 転倒 下り坂で滑り転倒 右第四中手骨骨折

22 10/25 大阪 氷ノ山 無雪期 転倒 下山時、体勢を崩し右手
をついた 右手首骨折

23 10/13 東京 　室内ジム 人工壁 墜落 確保が間に合わず墜落 腰椎圧迫骨折
24 10/25 埼玉 叶山 登攀 転落 ホールドが剥がれ転落 打撲、切傷

25 10/14 熊本 高山 無雪期 転倒 浮石により体勢を崩し後
方へ転倒

右指中手骨関節内骨
折

26 10/06 福岡 御在所岳 登攀 滑落 リードで滑落、確保者よ
り下7mで止まった

左肩甲骨骨折

27 10/25 群馬 有笠山 登攀 転落 ２クリップを取れず転落 右踵骨骨折

事故原因

墜落 転落 滑落 転倒 落石
・人

男性 2 5 3 2 2
女性 0 0 1 12 0
合計 2 5 4 14 2

30代 40代 50代 60代 70代 80代
男性 1 2 3 5 2 1
女性 0 1 3 5 4 0
合計 1 3 6 10 6 1

10 月 5 日から 11 月 4 日までに届いた事故一報

事故一報の受領順で掲載
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コロナ禍、拡大の様相のなかでの 1 月号となった。「山行自粛」が問われなけれ
ばいいが、各会の対応が気になる 2021 年の新春を迎える。本誌でも状況を見
極めながら紙面へ反映させていきたい。　　　　　　　　　　　　　　（橋口）

毎年行われている「国民平和大行進」、世界は「核兵器禁止条約」を選択した。
中米ホンジュラスが批准書を国連に提出し、条約発効に必要な 50 か国に到達。

「核兵器のない世界」の実現に向け、さらなる努力を続けたい。　　　　　（塩田）

コロナ禍の中、どうやって登山活動を継続するか？ 各地での工夫や努力が生まれている。何の努
力もしない、比較的経験のある登山者がまだ立ち直れていないようだ。あのリカルド・カシンは
大戦中、食料不足で林檎を食べながら登攀を続けた。状況は異なるが努力で展望は開ける。（田上）

風もない青空の下、ぽかぽか陽気に誘われて榎の大きな樹の陰のベンチに座り灯篭や懸崖の菊
を眺めた。持ってきたツナエッグのサンドを食べながら本を読む静けさ。気が付くと幼子達が
芝の広場を駆け回り、手にした紅茶に落ち葉がひとひら。コロナを忘れる晩秋の植物園。（小倉）

「コロナ禍対応の会食ルール＝マスクをし、食べ物を口に入れる時だけ外す」なん
て笑止千万、こんな「会食」できるか、と思ったら「5 つの『小』＝小人数・小 1
時間・小声・小皿・小まめ」も登場。後世に残る 21 世紀の感染症対策が、これ？（鈴木）

編集長　今野善伸
副編集長　橋口晴彦
編集　酒井正裕、田上千俊、渡辺明（進行）
校正　小倉迪夫、塩田善次郎、鈴木幹雄、三浦偉俊
DTP・デザイン　来住真太

1月号　No.551　2020年12月15日発行

発行人　浦添嘉徳
編集人　今野善伸
発　行　日本勤労者山岳連盟
〒 162-0814　東京都新宿区新小川町 5-24
TEL 03-3260-6331 メール jwaf@jwaf.jp
印　刷　株式会社 ウイング・コア

本誌のご感想をお寄せください
本誌へのご感想をお寄せください。プレゼント希
望の方は、感想・ご希望（下記①～④いずれか一つ）・
氏名・郵便番号・住所を明記してください。
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　　　読者プレゼント 先着順

プレゼント   先着順

①労山創立 60 周年記念
　エコバック
　A4 サイズ・コットン製（10 人） 

②労山カレンダー「魅惑の山々」
（5 人）

③筑井孝子さんカレンダー
　「ふるさと　群馬の建物」
　A4 サイズ中綴じ・2 カ月ごと
（4 人）

④筑井孝子さんカレンダー
　「絵本　仲間を探しに」
　A4 サイズ中綴じ・2 カ月ごと
（4 人）
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M
iy

am
ot

o 
Hi

ro
ak

i 1960 年東京都大田区生まれ。83年頃
より独学で山岳写真を始め、雑誌やカレ
ンダー、ガイドブック等に作品が採用さ
れる。共著に『日本10名山』『山の気』（い
ずれも東京新聞出版局刊）がある。個展は、
08年に富士フイルムフォトサロンで「南
アルプスの鼓動」、16年にオリンパスギャ
ラリー東京で「森の山稜・丹沢の四季」
を開催。

宮本宏明さん

―
普
段
の
山
行
と
撮
影
テ
ー
マ
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

本
格
的
に
山
岳
写
真
を
始
め
た
頃

か
ら
南
ア
ル
プ
ス
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

と
決
め
て
撮
影
を
続
け
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
、
緑
豊
か
な
、

日
本
の
山
ら
し
い
美
し
さ
に
魅
了
さ

れ
ま
し
た
。
１２
年
前
に
念
願
叶
っ
て

初
め
て
の
個
展
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
丹
沢
山
地
に

よ
く
登
っ
て
い
ま
す
。
３
年
前
に
ひ

ら
い
た
個
展
は
、
自
分
で
言
う
の
も

な
ん
で
す
が
「
こ
れ
が
丹
沢
?!
」
と

大
好
評
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

山
を
歩
く
こ
と
自
体
が
楽
し
く
、

歩
き
な
が
ら
途
中
で
発
見
し
た
も
の

を
何
で
も
撮
影
し
ま
す
。
と
は
い
っ

て
も
、
光
線
条
件
が
良
い
時
間
に
撮

影
ポ
イ
ン
ト
を
通
る
よ
う
計
画
を
立

て
ま
す
。
山
行
は
ほ
と
ん
ど
テ
ン
ト

泊
で
、
自
然
と
の
距
離
感
が
近
く
、

空
気
や
光
の
変
化
を
直
に
感
じ
ら
れ

る
の
が
魅
力
で
す
。
春
は
日
帰
り
の

山
ス
キ
ー
に
よ
く
出
掛
け
ま
す
。
沢

登
り
も
好
き
で
す
が
、
な
か
な
か
パ
ー

ト
ナ
ー
が
い
な
い
の
が
悩
み
で
す
。

　

２
０
２
０
年
の
定
年
退
職
ま
で
、

限
ら
れ
た
時
間
を
南
ア
ル
プ
ス
に
集

中
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
広
く
他

の
山
域
に
も
足
を
延
ば
し
た
い
で
す
。

―
登
山
は
い
つ
か
ら
始
め
た
の
で
す
か
？　

　

中
学
生
の
時
に
白
馬
三
山
を
縦
走

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
山
が
好
き
に

な
り
ま
し
た
。
大
雪
渓
か
ら
登
り
、

ガ
ス
で
景
色
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
日
本
に
こ
ん
な
に
凄
い
所
が
あ

る
ん
だ
と
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

大
学
で
ワ
ン
ゲ
ル
に
入
っ
て
本
格

的
に
山
歩
き
を
学
び
、
山
岳
部
に
移
っ

て
、
冬
山
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
学
び

ま
し
た
。
こ
の
頃
、
写
真
も
入
門
書

で
勉
強
し
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
っ

て
中
判
カ
メ
ラ
を
購
入
し
、
週
末
と

長
期
休
暇
に
撮
影
し
て
き
ま
し
た
。

　

山
を
通
じ
て
家
内
と
知
り
合
い
、

子
ど
も
が
で
き
る
と
山
行
の
ペ
ー
ス

は
落
ち
ま
し
た
が
、
夫
婦
喧
嘩
を
し

な
が
ら
も
山
を
続
け
ま
し
た
。
家
内

に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

自
身
、
し
つ
こ
い
性
格
、
よ
く
言
え

ば
粘
り
強
い
性
格
な
の
で
続
け
て
こ

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。「
継
続
は
力
な

り
」
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

―
本
号
か
ら
表
紙
写
真
、
楽
し
み
で
す
。

　

変
化
に
富
ん
だ
日
本
の
自
然
の
美

し
さ
と
登
山
の
楽
し
さ
が
読
者
に
伝

わ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

普
段
か
ら
、
作
品
撮
影
だ
け
で
は

な
く
、
山
で
遊
び
な
が
ら
そ
の
体
験

を
記
録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
発
信
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で

す
。　
　
　
　
　
（
聞
き
手
・
渡
辺
明
）

「
山
の
美
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
登
山
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」

本
号
か
ら
登
山
時
報
の
表
紙
を
飾
る
山
岳
カ
メ
ラ
マ
ン

ホームページ「山稜への憧れ」http://home.k02.itscom.net/sanryo/index.html33



地
図
と
景
色
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報

【問題】
下の地図は地理院地図を加工したもので、縮尺は 1:15000 です。
写真 1 ～ 5 は、地図の△からスタートして赤線のルートを歩い
たときに、a ～ k のいずれかの円の中心から進行方向を撮った
ものです。それぞれどの地点で撮ったものですか。

139
写真 1

写真 2
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【解答】　1：h、2：a、3： j、4： b、5： g

【
解
説
】

　

ま
ず
は
大
ま
か
に
歩
い
た
場
所

の
様
子
を
地
図
か
ら
読
ん
で
い
こ

う
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
ｅ
の
先
で
道

が
ほ
ぼ
１
８
０
度
向
き
を
変
え
る

所
ま
で
は
谷
沿
い
を
登
る
。
そ
こ

か
ら
ｉ
の
手
前
で
小
川
を
渡
る
ま

で
は
道
の
左
側
が
高
く
、
右
側
が

低
い
斜
面
を
、
尾
根
や
谷
を
横
切

り
な
が
ら
進
む
。
ｉ
の
手
前
で
川

を
渡
る
と
、
正
面
の
斜
面
を
ま
っ

す
ぐ
登
っ
て
ｊ
の
す
ぐ
手
前
の
鞍

部
に
出
る
。
鞍
部
か
ら
は
右
手
が

高
く
左
手
が
低
い
斜
面
の
、
上
り

下
り
が
殆
ど
な
い
道
を
進
む
。

　

コ
ー
ス
の
概
要
が
分
か
っ
た
と

こ
ろ
で
分
か
り
や
す
そ
う
な
写
真

か
ら
見
て
い
こ
う
。

　

ぱ
っ
と
見
て
分
か
り
や
す
い
の

は
４
。
小
川
に
架
か
る
橋
を
渡
っ

て
か
ら
、
道
は
谷
の
右
側
を
進
ん

で
い
る
の
で
、
ｂ
。

　

次
に
比
較
的
わ
か
り
や
す
い
の

が
２
。
あ
ま
り
急
峻
で
な
い
谷
に

沿
っ
た
道
が
大
き
く
弧
を
描
い
て

左
に
向
き
を
変
え
る
と
こ
ろ
な
の

で
、
ａ
。

　

３
は
右
奥
に
あ
る
送
電
線
の
鉄

塔
に
気
づ
け
ば
ｊ
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
ｅ
、 

ｇ
、
ｉ
も
道
の
右

側
の
比
較
的
近
い
と
こ
ろ
に
送
電

線
が
あ
る
が
、
ｅ
、
ｇ
は
谷
の
中
、

ｉ
は
斜
面
を
ま
っ
す
ぐ
登
っ
て
い

る
途
中
な
の
で
、
３
の
写
真
の
よ

う
な
景
色
で
は
な
い
。
ま
た
、
送

電
線
の
記
号
が
ｊ
の
す
ぐ
近
く
で

曲
が
っ
て
い
て
、
地
図
か
ら
も
、

そ
こ
に
鉄
塔
が
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。

　

５
は
小
川
（
谷
）
を
横
切
る
と

こ
ろ
な
の
で
、
ｇ
で
あ
る
。
小
川

を
渡
っ
た
後
の
道
が
真
上
で
は
な

く
、
だ
い
ぶ
右
を
向
い
て
緩
や
か

に
登
っ
て
い
る
の
も
矛
盾
し
な
い
。

ｃ
も
小
川
を
渡
っ
て
川
の
右
側
を

進
む
場
所
だ
が
、
ｃ
は
上
流
を
向

い
て
い
る
の
で
違
う
こ
と
が
わ
か

る
。

　

１
は
右
手
が
低
い
斜
面
な
の
で
、

該
当
す
る
場
所
は
ｆ
、
ｈ
で
あ
る
。

ｆ
の
先
で
右
に
張
り
出
す
尾
根
が

写
っ
て
い
な
い
の
で
、
ｆ
で
は
な

い
。
ｈ
だ
と
考
え
る
と
、
正
面
の

そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
同

じ
ぐ
ら
い
の
高
さ
の
平
ら
な
山
が

見
え
て
い
る
こ
と
も
矛
盾
し
な
い
。

　

今
回
読
み
取
っ
た
よ
う
な
道
の

周
り
の
地
形
情
報
（
や
鉄
塔
の
よ

う
に
わ
か
り
や
す
い
特
徴
）
は
、

多
少
藪
が
濃
く
て
も
、
薄
暗
く
て

も
、
霧
が
出
て
も
捉
え
や
す
い
の

で
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
積
極
的

に
使
っ
て
い
き
た
い
情
報
だ
。

写真 3写真 4

写真 5
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盛
岡
山
友
会

盛
岡
山
友
会  

岩
手
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

岩
手
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

り
、
２０
年
ほ
ど
前
に
志
向
別
山
行
企
画

グ
ル
ー
プ
の
制
度
を
作
っ
た
。
グ
ル
ー

プ
は
自
由
に
結
成
も
解
散
も
で
き
、
山

行
の
企
画
は
会
全
体
で
共
有
す
る
の

が
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
、

別
表
の
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し

て
い
る
。
こ
の
中
で
県
境
の
風
グ
ル
ー

　

盛
岡
山
友
会
は
、
バ
ブ
ル
真
っ
盛
り

の
１
９
８
６
年
９
月
、
盛
岡
に
民
主
的

山
岳
会
を
作
ろ
う
と
１３
名
で
結
成
さ

れ
、
間
も
な
く
３５
周
年
を
迎
え
る
。
当

初
は
ハ
イ
キ
ン
グ
中
心
だ
っ
た
が
、
一

般
向
け
初
級
登
山
教
室
の
受
講
者
を
中

心
に
会
員
が
急
増
し
、
岩
や
冬
の
指
導

者
層
の
入
会
も
あ
っ
て
、
１０
年
を
待
た

ず
に
１
０
０
人
規
模
の
総
合
山
岳
会
に

成
長
し
た
。
現
在
の
会
員
は
８５
名
（
男

４４
名
／
女
４１
名
）、平
均
年
齢
６２
・
５
歳
、

会
員
番
号
は
５
０
０
番
に
達
し
た
。

　

全
員
参
加
の
会
運
営
と

　

７
つ
の
グ
ル
ー
プ
活
動

　

会
員
は
必
ず
専
門
部
に
所
属
し
、
例

会
日
に
開
催
す
る
専
門
部
会
で
企
画
や

運
営
に
加
わ
る
機
会
を
作
っ
て
い
る
。

会
員
が
主
人
公
の
民
主
的
な
会
運
営
を

健
全
に
維
持
す
る
欠
か
せ
な
い
取
り
組

み
で
あ
る
。

　

会
員
が
１
０
０
人
規
模
に
な
る
と
、

山
に
登
る
目
的
も
方
法
も
多
様
に
な

労山をつなぐネットワーク

23

人と自然を愛する市民の山岳会

宮城県境の太平洋に到達し県境全踏破（県境の風）

志向別山行企画グループ一覧（2020 年 1 月現在）
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票
」
の
携
行
だ
。
山
行
中
の
発
病
に

よ
る
死
亡
事
故
を
無
く
す
た
め
、
健

康
管
理
自
己
申
告
票
（
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
票
）
で
会
員
に
健
康
管
理
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

一
時
期
、
会
へ
の
提
出
を
義
務
付
け

て
い
た
が
、
個
人
情
報
の
管
理
が
問

題
と
な
り
、
い
ま
は
緊
急
対
応
カ
ー

ド
と
一
緒
に
携
行
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

ネ
ッ
ト
の
積
極
活
用
、

　

今
後
の
課
題

　

２
年
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
Ｗ
ｏ

ｒ
ｄ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
に
切
り
替
え
て
一

新
し
た
。
記
事
の
投
稿
な
ど
使
い
勝

手
も
よ
く
内
容
が
格
段
に
充
実
し
た
。

機
関
紙
「
あ
か
げ
ら
」
や
会
報
「
山
友
」

も
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
発
行
し
、
会
員
専
用

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

県
連
の
講
習
会
を
契
機
に
、
若
い
世

代
で
主
流
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
連
携
に
も

取
り
組
み
始
め
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー
ト
会
議
が

常
識
化
す
る
中
で
、
会
活
動
を
維
持

発
展
さ
せ
る
に
は
ネ
ッ
ト
の
積
極
活

カ
ー
ド
」
を
携
行
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
カ
ー
ド
に
は
、「
落
ち

着
き
な
さ
い
！
」
か
ら
始
ま
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
救
命
救
急
措
置
の
流
れ
、

事
故
状
況
確
認
票
、
緊
急
連
絡
順
位

表
の
ほ
か
、
健
康
状
態
な
ど
の
個
人

情
報
も
入
っ
て
い
る
。
毎
年
内
容
は

更
新
さ
れ
、
事
故
で
パ
ニ
ッ
ク
を
起

こ
さ
ず
に
的
確
に
対
応
す
る
拠
り
所

と
な
っ
て
い
る
。

　

三
つ
目
は
「
健
康
管
理
自
己
申
告

プ
は
、
昨
年
６
月
に
県
境
４
８
７
㎞

を
完
全
踏
破
し
、
１３
年
越
し
の
山
行

記
録
（
１
１
１
回
）
を
記
録
誌
（
１

４
５
ペ
ー
ジ
）
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

山
行
管
理
と
安
全
対
策

　

１５
年
前
、
会
員
が
山
行
中
に
心
筋
梗

塞
で
亡
く
な
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、

「
山
で
二
度
と
仲
間
を
失
わ
な
い
」
を

合
言
葉
に
山
行
管
理
の
徹
底
を
図
っ

て
い
る
。
ひ
と
つ
は
「
山
行
管
理
シ
ス

テ
ム
」
だ
。
山
行
計
画
書
を
複
数
の

目
で
審
査
し
、
必
要
な
指
導
・
助
言

を
行
う
仕
組
み
を
作
っ
て
い
る
。
山

行
管
理
委
員
会
が
ネ
ッ
ト
の
グ
ル
ー

プ
機
能
を
活
用
し
、
共
通
の
ア
ド
レ

ス
に
計
画
書
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と

で
情
報
共
有
し
て
い
る
。
出
さ
れ
た

計
画
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
を

使
っ
て
ク
ラ
ウ
ド
管
理
し
、
報
告
書

は
会
員
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
・

閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

二
つ
め
は
「
緊
急
対
応
カ
ー
ド
」

の
携
行
だ
。
山
行
中
に
事
故
な
ど
緊

急
事
態
が
発
生
し
た
と
き
に
、
慌
て

ず
対
応
で
き
る
よ
う
に
「
緊
急
対
応

用
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

当
会
が
目
指
す
将
来
像
は
、
会
員

が
主
人
公
の
民
主
的
な
山
岳
会
で
あ

る
。
会
員
の
平
均
年
齢
は
上
昇
傾
向

だ
が
、
運
営
を
担
う
高
齢
会
員
が
活

き
活
き
と
活
動
す
る
姿
は
魅
力
的
で

あ
り
、
誇
り
で
も
あ
る
。

　

山
ガ
ー
ル
の
出
現
以
降
、
岩
手
の

山
で
も
若
い
世
代
の
登
山
者
が
明
ら

か
に
増
え
て
い
る
。
そ
ん
な
山
好
き

の
若
者
を
引
き
付
け
る
山
岳
会
の
魅

力
と
は
何
か
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

自
ら
も
変
わ
る
努
力
が
い
ま
求
め
ら

れ
て
い
る
。

（
渡
邊
健
治
／
盛
岡
山
友
会
会
長
）

緊急対応カード手書き表紙絵が伝統の
機関紙「あかげら」

グループ銀世界のスキー漫歩
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　 参考タイム　　交通　　問い合わせ　　温泉　　地形図時 交 問 温 地

山形神室（左）と神室岳（右）

　

神
室
岳
は
仙
台
市
の
西
方
に
あ
る

二
口
山
塊
に
属
す
る
山
で
、
笹
谷
峠

と
二
口
峠
を
つ
な
ぐ
県
境
尾
根
コ
ー

ス
か
ら
東
に
入
っ
た
場
所
に
位
置
す

る
。
こ
の
尾
根
の
ピ
ー
ク
付
近
か
ら

山
形
側
に
位
置
す
る
の
が
山
形
神
室
、

宮
城
側
に
位
置
す
る
の
が
神
室
岳（
１

３
５
６
ｍ 

仙
台
神
室
）
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
二
口
峠
か
ら
の
コ
ー
ス

を
紹
介
す
る
。
登
山
口
は
二
口
峠
か

ら
８
０
０
ｍ
ほ
ど
先
に
あ
り
、
数
台

駐
車
可
能
で
あ
る
。
少
し
た
め
ら
い

を
覚
え
る
狭
い
登
山
口
か
ら
入
る
と
、

す
ぐ
に
急
な
登
り
と
な
る
。
山
形
側

の
山
間
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
登
ろ
う
。
４５
分
程
で
清
水
峠
に
着

く
。
一
息
つ
い
た
と
こ
ろ
で
山
頂
へ

向
か
う
。
し
ば
ら
く
は
展
望
の
な
い

登
り
と
な
る
が
、
樹
林
の
中
の
細
い

道
は
静
か
な
山
歩
き
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。
小
さ
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

を
数
回
越
え
る
と
山
形
神
室
と
の
分

岐
に
出
る
。
右
に
コ
ー
ス
を
と
り
５

分
程
登
る
と
山
形
神
室
山
頂
で
あ
る
。

山
頂
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
向
か
う
神

室
岳
山
頂
下
の
急
登
が
見
て
取
れ
、

も
う
一
度
気
合
い
を
入
れ
な
お
す
。

　

先
程
の
分
岐
ま
で
戻
り
、
東
西
に

伸
び
る
稜
線
沿
い
に
進
む
。
こ
の
稜

線
の
南
側
に
は
仙
人
大
滝
を
有
す
る

仙
人
沢
を
登
る
コ
ー
ス
、
北
側
に
は

銚
子
大
滝
を
有
す
る
小
松
倉
沢
・
小

松
原
沢
の
沢
登
り
ル
ー
ト
が
あ
る
。

ダ
ン
ゴ
平
を
へ
て
、
靴
の
裏
が
見
え

そ
う
な
急
登
を
登
り
切
る
と
神
室
岳

山
頂
で
あ
る
。
山
形
神
室
、
大
東
岳
、

雁
戸
山
な
ど
の
山
並
み
が
美
し
い
。

帰
り
は
来
た
道
を
戻
る
。

　

積
雪
期
は
笹
谷
峠
方
面
か
ら
入
山

す
る
。
雪
を
ま
と
っ
た
神
室
岳
は
白

い
壁
の
よ
う
で
見
事
で
あ
る
。
下
山

時
に
は
途
中
の
ハ
マ
グ
リ
山
か
ら
滑

降
す
る
の
も
楽
し
い
。

神
か

室
む ろ

岳
だ け

（仙台神室） 宮　城

稜線歩き・沢登り・雪山・滑降
年間を通じて楽しめる
マルチな山
朋友会

小野澤孝敏

交

問

温

時

地

登山口＞ 130 分＞神室分岐＞ 5 分＞山形神室＞ 5 分＞神室
分岐＞ 50 分＞神室岳＞ 50 分＞神室分岐＞ 110 分＞登山口
自家用車：仙台南 IC から国道 286 号線・県道 62 号線経由 50
分で秋保ビジターセンター、さらに 15 分で登山口。駐車場は
登山口に 3 ～ 4 台、二口峠に 5 ～ 6 台。
※秋保ビジターセンターにトイレあり
仙台市秋保ビジターセンター（冬季休館 12 月 1 日～ 3 月 31 日）
電話 022-399-2324
秋保温泉　車で 45 分
※秋保ビジターセンターから登山口までに、姉滝、磐司岩、白糸の滝と見どころは多い。
1：25000 笹谷峠・山寺

秋の神室分岐下付近から望む神室岳
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白い富士の列
石井光造

　

チ
リ
中
部
の
テ
ム
コ
か
ら
、
富
士
山
そ
っ

く
り
の
ビ
ジ
ャ
リ
カ
火
山
を
見
て
、
プ
コ
ン

を
経
由
し
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
境
の
マ
ミ
ュ

ル
マ
ラ
イ
峠
（
一
二
〇
七
ｍ
）
に
向
か
っ
て

行
っ
た
の
は
、
も
う
二
三
年
も
前
の
こ
と
に

な
る
。

　

こ
の
と
き
、
ビ
ジ
ャ
リ
カ
（
二
八
四
〇
ｍ

　

写
真
右
の
山
）
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
に
そ

び
え
る
ラ
二
ン
火
山
（
三
七
七
四
ｍ　

写
真

左
の
山
）
が
白
い
富
士
の
列
に
見
え
た
。
あ

ま
り
の
美
し
さ
に
感
激
し
た
の
を
昨
日
の
よ

う
に
記
憶
し
て
い
る
。
見
る
方
向
に
よ
っ
て

二
つ
の
白
い
富
士
が
重
な
り
合
う
よ
う
に
連

な
っ
て
い
た
。
こ
の
南
に
は
、
チ
リ
富
士
と

呼
ば
れ
る
オ
ソ
ル
ノ
火
山
（
二
六
六
〇
ｍ
）

が
あ
り
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
南
西
に
富
士
山
か

と
思
う
よ
う
な
コ
ニ
ー
デ
の
山
が
幾
つ
も
あ

る
の
に
驚
か
さ
れ
た
。

　

環
太
平
洋
造
山
帯
に
は
、
コ
ニ
ー
デ
火
山

が
多
く
、
タ
コ
マ
富
士
と
言
わ
れ
る
レ
二
ア

山
（
四
三
九
二
ｍ
）
や
メ
キ
シ
コ
富
士
の

ポ
ポ
カ
テ
ペ
ト
ル
（
五
四
五
二
ｍ
）
な
ど
が

あ
る
。
私
の
記
憶
で
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
北
島
の
タ
ラ
ナ
キ
（
エ
グ
モ
ン
ト
山

二
五
一
八
ｍ
）
も
富
士
山
型
の
コ
ニ
ー
デ
火

山
で
印
象
的
だ
っ
た
。

vol.96

平らな道を歩く

岩などに登る 疲れて休む

登山靴

　本号からは家でも描かけるような登山の人物・物を取り入
れたいです。今回はどんなものを描いていくかを見てもらい
ますが、次の号から一つずつ詳しく説明します。
　画材ですが、私は「ダーマト」という消しゴムで消せない
もので描いています。近くにある鉛筆などでいいと思います。
　写真を見て描くのはちょっと難しいです。まずは私の描い
た絵を真似するといいですよ。
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こ
の
冬
、
日
照
時
間
が
短
い
時

期
だ
か
ら
こ
そ
、
超
早
朝
の
山
歩

き
を
オ
ス
ス
メ
し
た
く
思
い
ま
す
。

ま
あ
、
お
住
み
の
場
所
に
も
よ
り

ま
す
が
、
始
発
電
車
な
り
、
マ
イ

カ
ー
で
登
山
口
の
駐
車
場
に
一
番

乗
り
の
気
持
ち
で
め
ざ
し
て
く
だ

さ
い
。

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
具
体
的

な
例
と
し
て
、
世
界
で
最
も
登
山

者
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
東
京

の
高
尾
山
に
つ
い
て
。
Ｊ
Ｒ
中
央

線
の
始
発
に
乗
車
し
て
京
王
線
・

高
尾
山
口
ま
で
行
く
と
、
到
着
は

６
時
前
で
、
ま
だ
真
っ
暗
で
す
。

ハ
イ
カ
ー
な
ん
か
ほ
と
ん
ど
居
ま

せ
ん
か
ら
、
ト
イ
レ
も
並
ば
ず
に

ス
ム
ー
ズ
で
す
。
ル
ー
ト
は
、
尾

根
コ
ー
ス
な
ら
早
目
に
明
る
く
な

る
し
、
沢
沿
い
の
６
号
路
は
外
灯

が
し
ば
ら
く
あ
り
ま
す
。
舗
装
さ

れ
た
１
号
路
な
ら
暗
く
と
も
ま
ぁ

安
全
で
す
。
い
ず
れ
の
ル
ー
ト
も

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
が
す
ぐ
出
せ
る
よ

う
に
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

だ
ん
だ
ん
と
白
ん
で
く
る
空
、
そ

し
て
モ
ル
ゲ
ン
ロ
ー
ト
も
、
低
山

だ
っ
て
綺
麗
な
も
ん
で
す
。
野
鳥

た
ち
が
や
た
ら
近
く
で
見
れ
る
こ

と
が
た
び
た
び
で
す
し
、
先
日
は

リ
ス
（
日
本
の
）
に
も
会
っ
ち
ゃ

い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
日
中
よ
り

も
自
然
を
身
近
に
感
じ
る
事
が
断

然
多
い
ん
で
す
。
そ
し
て
、
静
か

な
山
頂
か
ら
は
更
に
遠
く
の
山
々

ま
で
足
を
の
ば
し
て
も
良
し
、
下

山
し
て
昼
前
か
ら
反
省
会
を
し
て

も
良
し
、
自
宅
に
戻
っ
て
か
ら
出

勤
に
向
か
う
な
ん
て
事
も
可
能
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ぞ
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
安
全
な
山
か
ら
お

試
し
あ
れ
！　

さ
ぁ
さ
ぁ
、
超
早

起
き
す
る
だ
け
で
す
よ
。

　

で
、
本
題
で
す
。
私
は
５
本
指

ソ
ッ
ク
ス
が
大
好
き
で
、
２０
歳
く

ら
い
か
ら
町
で
も
山
で
も
履
い
て

い
ま
し
た
。
大
昔
は
、「
そ
れ
軍
足

か
」
と
バ
カ
に
さ
れ
た
り
も
し
ま

し
た
。
そ
れ
が
、
今
や
欧
米
メ
ー

カ
ー
で
も
製
作
さ
れ
、
ト
レ
ラ
ン

に
も
人
気
と
時
代
は
変
わ
っ
た
も

の
で
す
。
５
本
指
の
良
さ
は
、
履

い
た
者
し
か
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ

う
け
ど
ね
…
、
普
通
の
ソ
ッ
ク
ス

の
よ
う
に
全
面
パ
イ
ル
の
フ
カ
フ

カ
な
商
品
が
少
な
い
の
と
、
５
本

指
だ
と
い
た
み
易
く
、
化
繊
が
多

く
ウ
ー
ル
素
材
が
少
な
い
の
が
残

念
で
す
。

５本指ソックス

228

元カモシカスポーツ本店店長

肌ざわり良く、きもち良いのだが、単体
で使うと弱いので要注意！　私は単体で
使ってしまうから、写真のようにたいて
い小指より穴があいてしまう。￥1,000

（LL サイズ￥1,200） シルク 89％　ポリ
エステル 10％　ポリウレタン 1％

ハリソン社（日本）
シルク 5本指インナーソックス

ケミカル素材が
多いので、イン
ナーとしても単
体でも使用可能
だ。 ￥1,400　
ウール 41％　ア
クリル 41％　ナ
イロン 15％　ラ
イクラ 3％

インジンジ社（U.S.A）
ライナークルー　ヌーウール

ファイントラック社（日本）
メリノスピンソックス

アルパイン、5本指レギュラー

写真は私物で、2 ～ 3 年使用したが、ま
だまだ使えそう。このソックスそこそこ
丈夫なのだ。￥3,000　ウール 36％　ポ
リエステル 32％　ナイロン 30％　ポリ
ウレタン 2％

2019 年 12 月の群馬県、桜山にて。本文
とは無関係ですが、ソックスの写真だけ
だと地味なので…。

冬桜と紅葉
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